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史料集成伊藤 隆
荻野富士夫推 薦

不二出版不二出版

ゾ
ル
ゲ
事
件
史
料
集
成

［
編
集
復
刻
版
］
●
太
田
耐
造
関
係
文
書
●

全
４
回
配
本
・
全
10
巻

編
集
・
解
説
●

加
藤
哲
郎
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

史
料
協
力
―
―
国
立
国
会
図
書
館

推

薦
―
―
―
伊
藤
隆
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

荻
野
富
士
夫
（
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
）

揃
定
価
―
―
―
揃
本
体
２
５
０
、
０
０
０
円
＋
税

体

裁
―
―
―
B
５
判
・
上
製
・
総
約
3
、
6
0
0
頁
〔
各
巻
約
3
6
0
頁
〕

お
薦
め
先
―
―
近
現
代
史
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、
法
制
史
、
国
際
関
係
、

メ
デ
ィ
ア
史
等
の
研
究
者
。
大
学
・
専
門
図
書
館
。

※
収
録
内
容
、
刊
行
時
期
等
は
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

「
解
説
」
は
第
１
巻
に
収
録
予
定
。

編
集
に
あ
た
っ
て

加
藤
哲
郎

本
史
料
集
成
は
、
二
〇
一
七
年
に
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
で
公
開
さ
れ
た
「
太
田

耐
造
関
係
文
書
」
の
な
か
の
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
直
接
・
間
接
に
関
わ
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
第

一
次
史
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
憲
政
資
料
室
の
「
太
田
耐
造
関
係
文
書
目
録
」（
二
〇
一
七
年
一
月
）

を
も
と
に
、「
司
法
書
記
官
、
刑
事
局
第
六
課
長
（
昭
和
一
四
年
一
月
～
一
七
年
七
月
）」
時
代

中
の
「
３
・
４
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
と
分
類
さ
れ
た
文
書
（
請
求
番
号
１
７
０
－
２
１
５
）
を
中
心

に
、
同
事
件
と
多
少
と
も
関
連
す
る
外
国
諜
報
・
海
外
共
産
主
義
情
報
、
日
本
共
産
党
再
建

運
動
、
企
画
院
事
件
、
満
洲
合
作
社
事
件
、
中
共
諜
報
団
事
件
な
ど
の
執
務
・
取
調
・
裁
判

関
係
史
料
を
も
「
関
連
史
料
」「
周
辺
史
料
」
と
し
て
収
録
し
た
。

「
太
田
耐
造
関
係
文
書
」
の
全
体
は
、
神
兵
隊
事
件
な
ど
右
翼
・
国
家
主
義
史
料
や
治
安

維
持
法
・
言
論
統
制
検
閲
史
料
な
ど
を
含
む
膨
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
関
す

る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
上
の
第
一
次
史
料
と
さ
れ
て
き
た
『
現
代
史
資
料

ゾ
ル
ゲ
事

件
』
全
四
巻
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
―
七
一
年
）
に
未
収
録
の
新
史
料
を
多
数
含
む
、
当

時
の
権
力
最
奥
で
の
捜
査
記
録
で
あ
る
。『
現
代
史
資
料
』
は
、
も
と
も
と
戦
後
に
警
察
庁

が
収
集
し
た
旧
内
務
省
活
字
史
料
・
裁
判
史
料
の
集
大
成
で
あ
っ
た
が
、「
太
田
耐
造
文
書
」

は
、
手
書
き
や
タ
イ
プ
印
刷
の
、
文
字
通
り
の
第
一
次
史
料
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
新
史
料
は
、「
昭
和
天
皇
へ
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
上
奏
文
」
で
あ
る
。『
昭
和
天
皇

実
録

第
八
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
六
年
）
の
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
五
月
一
三
日
に
、

「
午
前
一
一
時
三
〇
分
、
御
学
問
所
に
お
い
て
司
法
大
臣
岩
村
通
世
に
謁
を
賜
い
、
尾
崎
秀

実
及
び
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ゾ
ル
ゲ
等
の
機
密
漏
洩
事
件
告
発
に
つ
き
奏
上
を
受
け
ら
れ
る
。
な

お
一
六
日
、
司
法
省
は
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
国
際
諜
報
団
事
件
と
し
て
発
表
す
る
」
と
あ
る
が
、

そ
の
「
我
が
国
情
に
関
す
る
秘
密
事
項
」
の
具
体
的
内
容
が
、「
太
田
耐
造
関
係
文
書
」
に

上
奏
文
案
と
し
て
綴
じ
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
五
月
一
七
日
の
各
紙
が
報
じ
た
「
司
法
省

発
表
」
と
比
較
す
る
と
、
当
時
の
国
家
権
力
内
部
で
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
小
さ
く
扱
い
、
戦
時

体
制
へ
の
打
撃
を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
の
新
聞
発
表

文
を
内
務
省
・
外
務
省
・
大
審
院
と
も
調
整
し
て
逐
語
的
に
検
閲
し
、「
新
聞
記
事
掲
載
要

項
」
で
報
道
統
制
し
た
経
緯
も
明
ら
か
に
な
る
。

国立国会図書館所蔵　太田耐造関係文書
ゾルゲ事件

▼

「ゾルゲ事件」報告の原型と
なった『国際共産党対日諜報
機関検挙申報』表紙。

▼下は「尾崎秀実供述要旨（其
ノ三）客観情勢ニ対スル認識
所見」冒頭部分。今回発見の
新史料のひとつ。

▲ 最重要文書ともいえる、天皇への上奏文（「所
謂国際諜報団事件に関する上奏文案」第８巻収
録）末尾にクリップで留められていたゾルゲの
写真。
▼ 満洲国司法部赴任直後（1942 年 10 月）
の太田耐造（『太田耐造追想録』より）。

▲中央にゾルゲ顔写真を配し
た口絵からも、すでに「ゾ
ルゲを中心とした｣ 事件と
しての方向性がうかがえる

（「国際共産党対日諜報機関
検挙申報」、第７巻収録）。

国
家
を
揺
る
が
せ
た
20
世
紀
最
大
の
ス
パ
イ
事
件
＝
ゾ
ル
ゲ
事
件
―
―

警
察
、
司
法
を
経
て
天
皇
上
奏
、
国
民
へ
の
開
示
に
至
り
、

司
法
行
政
の
な
か
で
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
と
し
て
生
成
し
て
ゆ
く
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
新
た
に
解
明
す
る
た
め
の
、
未
曽
有
の
史
料
群
―
―

つ
い
に
刊
行
！

国
家
を
揺
る
が
せ
た
20
世
紀
最
大
の
ス
パ
イ
事
件
＝
ゾ
ル
ゲ
事
件
―
―

警
察
、
司
法
を
経
て
天
皇
上
奏
、
国
民
へ
の
開
示
に
至
り
、

司
法
行
政
の
な
か
で
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
と
し
て
生
成
し
て
ゆ
く
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
新
た
に
解
明
す
る
た
め
の
、
未
曽
有
の
史
料
群
―
―

つ
い
に
刊
行
！

事
件
全
体
の
総
括
と
し
て
、『
現
代
史
資
料

ゾ
ル
ゲ
事
件
（
一
）』
冒
頭
（
及
び
警
察
庁

警
備
部
『
外
事
警
察
資
料
』
第
三
巻
第
五
号
、
一
九
五
七
年
）
に
収
録
さ
れ
た
内
務
省
警
保
局
保

安
課
「
ゾ
ル
ゲ
を
中
心
と
せ
る
国
際
諜
報
団
事
件
」（
一
九
五
七
年
の
も
の
で
は
「
ゾ
ル
ゲ
を
中

心
と
す
る

0

0

0

」）
の
も
と
に
な
っ
た
詳
し
い
捜
査
総
括
記
録
も
、
留
岡
幸
男
警
視
総
監
の
司
法
大

臣
宛
「
国
際
共
産
党
対
日
諜
報
機
関
検
挙
申
報
」
と
し
て
発
見
さ
れ
た
。
尾
崎
秀
実
・
宮
城

与
徳
・
西
園
寺
公
一
・
犬
養
健
・
田
口
右
源
太
・
水
野
成
・
中
西
功
ら
日
本
人
被
告
・
関
係

者
の
新
史
料
・
証
言
も
、
初
め
て
発
表
さ
れ
る
。
太
田
耐
造
が
一
九
四
二
年
九
月
に
満
洲
国

司
法
部
に
転
任
す
る
た
め
、
そ
の
後
の
裁
判
史
料
は
少
な
い
が
、
思
想
検
事
と
し
て
の
太
田

の
経
験
が
、
中
共
諜
報
団
事
件
、
満
洲
合
作
社
事
件
、
満
鉄
調
査
部
事
件
な
ど
に
も
影
を
落

と
し
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

本
史
料
集
成
に
お
け
る
「
太
田
耐
造
文
書
」
の
公
開
は
、
ロ
シ
ア
の
Ｍ
・
ア
レ
ク
セ
ー
エ

フ
ら
に
よ
る
ゾ
ル
ゲ
が
上
海
・
東
京
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
送
付
し
た
秘
密
電
文
・
書
簡
類
の
発

掘
・
公
刊
と
共
に
、
二
一
世
紀
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
を
新
た
な
段
階
に
導
く
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

（
か
と
う
・
て
つ
ろ
う
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

ゾ
ル
ゲ
事
件
は
ど
の
よ
う
に
裁
か
れ
て
い
っ
た
の
か

―
実
証
的
な
考
察
が
可
能
に
―

荻
野
富
士
夫

司
法
省
刑
事
局
第
六
課
長
と
し
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
開
戦
前
後
の
思
想
検
察
を
指
揮
し
、
治
安

維
持
法
の
大
「
改
正
」
を
主
導
し
た
太
田
耐
造
は
、
平
田
勲
・
池
田
克
に
つ
ぐ
、
思
想
司
法
の
中
枢

的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
太
田
の
も
と
に
報
告
さ
れ
、
整
理
保
管
さ
れ
た
史
料
群
は
、
治
安

維
持
法
運
用
の
拡
張
過
程
や
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
つ
い
て
、
新
た
な
実
証
的
な
分
析
を
可
能
に
す
る
。

ゾ
ル
ゲ
事
件
に
焦
点
を
絞
っ
て
編
集
さ
れ
た
本
史
料
集
成
は
、
主
に
『
現
代
史
資
料
ゾ
ル
ゲ
事

件
』
全
四
巻
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
像
、
お
よ
び
ゾ
ル
ゲ
像
・
尾
崎
秀
実
像
を
修
正
し
、

さ
ら
な
る
豊
か
な
造
形
を
導
く
の
に
十
分
な
質
と
量
に
満
ち
て
い
る
。
本
史
料
集
成
の
特
徴
は
、
警

察
・
検
察
に
よ
る
捜
査
・
取
調
過
程
で
作
成
さ
れ
た
文
書
類
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る

が
、
検
察
・
予
審
・
公
判
関
係
に
重
点
を
お
い
た
『
現
代
史
資
料
』
版
と
相
互
補
完
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
が
ど
の
よ
う
に
思
想
犯
罪
・
防
諜
犯
罪
と
し
て
裁
か
れ
て
い
っ
た
の
か
、
具
体
的

に
実
証
的
に
考
察
す
る
史
料
的
環
境
が
ほ
ぼ
整
っ
た
と
い
え
る
。

い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
も
の
を
み
て
み
よ
う
。
一
九
四
一
年
七
月
二
五
日
付
で
大
審
院
検
事
の
発

し
た
「
外
諜
被
疑
者
検
挙
準
備
ニ
関
ス
ル
件
」
は
、
大
審
院
検
事
局
・
司
法
省
刑
事
局
・
憲
兵
司
令

部
・
内
務
省
警
保
局
の
協
議
を
経
た
通
牒
で
、「
近
ク
外
国
ノ
諜
報
謀
略
ニ
暗
躍
策
動
セ
ル
疑
ア
ル

者
」
に
対
す
る
全
国
一
斉
検
挙
を
準
備
す
る
よ
う
指
示
し
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
始
動
の
合
図
と
な
っ
た
。

四
二
年
六
月
の
警
視
庁
「
国
際
共
産
党
対
日
諜
報
機
関
検
挙
申
報
」
中
の
書
込
み
は
お
そ
ら
く
太
田

の
も
の
で
、
四
〇
年
末
、
警
視
庁
特
高
部
の
取
締
が
「
合
法
面
ニ
於
ケ
ル
共
産
主
義
運
動
」
に
偏
し

て
い
る
と
み
て
、
東
京
地
検
思
想
部
が
潜
行
的
な
「
海
外
ヨ
リ
ノ
運
動
」
に
注
意
を
向
け
る
よ
う
指

示
し
た
と
す
る
。

検
挙
直
後
の
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
七
日
の
吉
河
光
貞
検
事
に
よ
る
「
尾
崎
秀
実
ノ
供
述
要
旨
」
は
、

と
り
わ
け
興
味
深
い
。
内
偵
捜
査
か
ら
導
い
た
尾
崎
像
を
、
共
産
主
義
信
奉
者
な
が
ら
「
表
面
ハ

「
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
」
又
ハ
「
フ
ア
シ
ス
ト
」
タ
ル
カ
如
キ
態
度
ヲ
偽
装
シ
所
謂
二
重
生
活
ヲ
営
ミ
来

レ
リ
」
と
す
る
と
と
も
に
、
検
挙
に
よ
り
「「
赤
色
ス
パ
イ
」
ト
シ
テ
極
刑
ヲ
免
レ
サ
ル
ハ
既
ニ
覚
悟

シ
居
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
ト
放
言
シ
居
ル
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
当
初
の
尾
崎
像
お
よ
び
ゾ
ル

ゲ
像
が
、
特
高
や
検
察
、
予
審
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
、
各
段
階
の
訊
問
調
書

の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
特
高
や
思
想
検
事
、
予
審
判
事
の
聴

取
の
ポ
イ
ン
ト
の
差
異
も
見
え
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
未
見
だ
っ
た
水
野
成
や
田
口
右
源
太
に
対

す
る
警
視
庁
特
高
第
一
課
の
訊
問
調
書
は
、ゾ
ル
ゲ
事
件
の
奥
行
を
さ
ら
に
深
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

事
件
公
表
直
前
に
な
さ
れ
た
昭
和
天
皇
へ
の
岩
村
通
世
法
相
の
「
上
奏
文
」
も
貴
重
で
あ
る
。
昭

和
天
皇
の
治
安
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
だ
け
で
な
く
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
関
与
の
大
き
さ
も
再
認
識

さ
せ
る
。

「
ゾ
ル
ゲ
事
件
周
辺
史
料
」
は
、
治
安
情
勢
全
般
の
な
か
で
ゾ
ル
ゲ
事
件
の
占
め
る
位
置
を
考
え

る
う
え
で
周
到
な
目
配
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
満
鉄
調
査
部
事
件
、
合
作
社
事
件
、
中

国
共
産
党
事
件
な
ど
、
個
々
の
史
料
ご
と
に
新
た
な
知
見
を
も
提
示
す
る
。
太
田
自
身
が
そ
の
対
象

と
な
る
戦
後
の
公
職
追
放
に
お
け
る
「
Ｇ
項
該
当
者
」
の
司
法
関
係
者
一
覧
や
審
査
基
準
の
文
書

も
、
今
後
の
研
究
に
有
用
で
あ
る
。

（
お
ぎ
の
・
ふ
じ
お
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
）

ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
の
新
た
な
発
見
を
期
待

伊
藤
隆

ゾ
ル
ゲ
事
件
の
史
料
と
い
え
ば
、
み
す
ず
書
房
の
『
現
代
史
資
料
ゾ
ル
ゲ
事
件
』
全
四
巻
（
戦
後

警
察
庁
が
記
録
を
部
外
秘
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
が
原
本
）
以
外
に
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
が
聞

き
取
り
を
行
っ
た
の
も
、
宮
下
弘
か
ら
、
中
村
智
子
さ
ん
と
行
っ
た
も
の
（『
特
高
の
回
想
あ
る
時
代

の
証
言
』
田
畑
書
店
、
一
九
七
八
年
）
や
村
田
五
郎
・
永
野
若
松
等
、
警
保
局
の
職
に
あ
っ
た
人
び
と

か
ら
の
も
の
で
（『
海
鳴
り
内
務
官
僚
村
田
五
郎
と
昭
和
の
群
像
』
上
、
芦
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、
基
本

的
に
警
察
関
係
の
み
で
あ
っ
た
。
今
回
刊
行
の
『
ゾ
ル
ゲ
事
件
史
料
集
成
』
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、

思
想
検
事
で
あ
っ
た
太
田
旧
蔵
の
も
の
、
司
法
・
検
察
関
係
で
、
そ
の
意
味
で
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に

新
た
な
局
面
を
与
え
、
大
き
な
貢
献
を
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
司
法
大
臣
の
上
奏
も
新
た
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
私
は
以
前
か
ら
こ
の
事
件
記
録
に
軍
人
の
名
が
出
て
こ
な
い
こ

と
を
不
審
に
思
い
（
ゾ
ル
ゲ
も
尾
崎
秀
実
も
陸
軍
軍
人
と
の
つ
き
合
い
が
あ
っ
た
）
石
堂
清
倫
氏
に
話

し
か
け
、
彼
が
調
べ
た
結
果
、
二
、
三
の
軍
人
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
同
氏
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
詳
し
く
伺
う
機
会
が
な
か
っ
た
。
警
察
・
司
法
と
共
に
、
憲
兵
も

こ
の
事
件
に
拘
わ
っ
た
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
今
に
そ
の
関
係
の
史
料
が
発
見
さ
れ
な
い
の
は

な
ん
と
も
残
念
で
あ
る
。
太
田
耐
造
は
軍
人
と
も
強
い
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
。
今
回
の
司
法

関
係
の
史
料
の
延
長
線
上
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
こ
と
も
期
待
し
た
い
。

（
い
と
う
・
た
か
し
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

推

薦

ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に
お
け
る
21
世
紀
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
切
り
ひ
ら
く
、
権
力
最
奥
で
の
捜
査
記
録
群
！

思
想
検
事
・
太
田
旧
蔵
の
司
法
・
検
察
史
料
と
い
う
意
味
で
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に
新
た
な
局
面
を
与
え
る

―
伊
藤
隆

こ
れ
ま
で
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
像
を
修
正
し
、
さ
ら
な
る
豊
か
な
造
形
を
導
く
の
に
十
分
な
質
と
量
に
満
ち
て
い
る

―
荻
野
富
士
夫

●
配

本

第
１
回
配
本

全
２
巻

揃
本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

２
０
１
９
年
７
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8298-1

第
２
回
配
本

全
３
巻

揃
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

２
０
１
９
年
11
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8301-8

第
３
回
配
本

全
３
巻

揃
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

２
０
２
０
年
４
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8305-6

第
４
回
配
本

全
２
巻

揃
本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

２
０
２
０
年
７
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8309-4

外
事
警
察
概
況
全
８
巻

「
ゾ
ル
ゲ
を
中
心
と
せ
る
国
際
諜
報
団
事
件
」
を
掲
載
し
た
『
昭

和
十
七
年
中
に
於
け
る
外
事
警
察
概
況
』（
第
８
巻
収
録
）
を
は

じ
め
、
戦
前
期
の
対
外
情
報
活
動
を
伝
え
る
第
一
級
資
料
。
内

務
省
警
保
局
が
行
っ
た
諜
報
活
動
は
、
対
ソ
・
対
中
を
中
心
に

『
外
事
警
察
報
』
に
掲
載
、
年
度
毎
に
こ
の
『
概
況
』
に
集
約
さ

れ
た
。
近
現
代
史
研
究
に
お
い
て
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
基

礎
資
料
。

◉
解

題
…
…
石
堂
清
倫

◉
底

本
…
…『
昭
和
10
～
17
年
中
に
於
け
る
外
事
警
察
概
況
』

（
内
務
省
警
保
局
編
、
1
9
3
5
－
1
9
4
2
年
）

◉
体

裁
…
…
A
5
判
・
上
製
・
総
4
、
2
2
0
頁

◉
揃
定
価
…
…
本
体
９
５
、
0
0
0
円
＋
税

ISBN
978-4-8350-0849-3

特
高
警
察
関
係
資
料
集
成
第
Ⅰ
期

全
30
巻
・
別
冊
1

膨
大
に
存
在
す
る
特
高
警
察
資
料
か
ら
、
現
在
の
視
点
か
ら
見

て
重
要
な
資
料
を
精
選
、
復
刻
。
第
１
期
に
は
米
騒
動
、
大
正

期
の
社
会
運
動
、
3
・
15
事
件
等
の
資
料
群
を
収
録
。「
共
産
主

義
運
動
」「
無
産
政
党
運
動
」「
労
働
運
動
」
は
じ
め
、「
出
版
警

察
関
係
」「
特
高
関
係
例
規
類
」
な
ど
12
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
収

録
し
た
浩
瀚
な
必
備
資
料
。

◉
編
・
解
説
…
…
荻
野
富
士
夫
（
各
巻
巻
頭
に
収
録
）

◉
体

裁
…
…
A
４
判
・
四
面
付
・
上
製

総
約
１
４
、
3
0
0
頁

◉
揃
定
価
…
…
本
体
７
７
５
、
0
0
0
円
＋
税

※
各
配
本
本
体
７
５
、
０
０
０
円
＋
税

◉
推

薦
…
…
今
井
清
一
・
奥
平
康
弘
・
松
尾
尊
兊
・

由
井
正
臣
・
渡
部
徹

◉
構

成
…
…
全
30
巻
・
全
11
回
配
本

●
第
1
回
配
本
「
共
産
主
義
運
動
」
全
３
巻ISBN

978-4-8350-0870-7

●
第
２
回
配
本
「
共
産
主
義
運
動
」
全
３
巻ISBN

978-4-8350-0874-5

●
第
３
回
配
本
「
無
産
政
党
運
動
／
労
働
運
動
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0878-3

●
第
４
回
配
本
「
農
民
運
動
／
水
平
運
動
・
在
日
朝
鮮
人
運
動
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0882-0

●
第
５
回
配
本
「
国
家
主
義
運
動
／
外
事
警
察
関
係
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0886-8

●
第
６
回
配
本
「
外
事
警
察
関
係
／
出
版
警
察
関
係
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0890-5

●
第
７
回
配
本
「
特
高
関
係
重
要
資
料
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0894-3

●
第
８
回
配
本
「
特
高
関
係
例
規
類
」
全
３
巻ISBN

978-4-8350-0898-1

●
第
９
回
配
本
「
特
高
関
係
各
種
会
議
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0902-5

●
第
10
回
配
本
「
特
高
関
係
逐
次
刊
行
物
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0906-3

●
第
11
回
配
本
『
特
高
警
察
関
係
資
料
解
説
』
全
１
巻

ISBN
978-4-8350-0910-0

―
好
評
の
既
刊
資
料
―

［編集復刻版］

本集成は、太田耐造関係文書のうち、ゾルゲ事件を
理解するために必要と考えられる間接的な文書類
を、「ゾルゲ事件周辺史料」として収録した。左「『コ
ミンテルン』ト治安維持法トノ関係（以下略）」、右「満
洲ニ於ケル共産運動ノ概況」（どちらも第９巻収録）。

残
部
僅
少

残
部
僅
少
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表
示
価
格
は
す
べ
て
税
別

不
二
出
版

〒
1
1
2
・0
0
0
5

東
京
都
文
京
区
水
道
2
・1
0
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0

Ｔ
Ｅ
Ｌ

0
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1・6
7
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Ａ
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0
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9
8
1・6
7
0
5

振

替

0
0
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加藤哲郎　編集・解説

揃定価―――― 揃本体 250,000 円＋税
体　裁―――― B ５判・上製・総約 3600 頁

加藤哲郎　編集・解説

揃定価―――― 揃本体 250,000 円＋税
体　裁―――― B ５判・上製・総約 3600 頁

全４回配本・全 10 巻全４回配本・全 10 巻

国立国会図書館所蔵　太田耐造関係文書

史料集成伊藤 隆
荻野富士夫推 薦

不二出版不二出版

ゾ
ル
ゲ
事
件
史
料
集
成

［
編
集
復
刻
版
］
●
太
田
耐
造
関
係
文
書
●

全
４
回
配
本
・
全
10
巻

編
集
・
解
説
●

加
藤
哲
郎
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

史
料
協
力
―
―
国
立
国
会
図
書
館

推

薦
―
―
―
伊
藤
隆
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

荻
野
富
士
夫
（
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
）

揃
定
価
―
―
―
揃
本
体
２
５
０
、
０
０
０
円
＋
税

体

裁
―
―
―
B
５
判
・
上
製
・
総
約
3
、
6
0
0
頁
〔
各
巻
約
3
6
0
頁
〕

お
薦
め
先
―
―
近
現
代
史
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、
法
制
史
、
国
際
関
係
、

メ
デ
ィ
ア
史
等
の
研
究
者
。
大
学
・
専
門
図
書
館
。

※
収
録
内
容
、
刊
行
時
期
等
は
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

「
解
説
」
は
第
１
巻
に
収
録
予
定
。

編
集
に
あ
た
っ
て

加
藤
哲
郎

　

本
史
料
集
成
は
、
二
〇
一
七
年
に
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
で
公
開
さ
れ
た
「
太
田

耐
造
関
係
文
書
」
の
な
か
の
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
直
接
・
間
接
に
関
わ
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
第

一
次
史
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
憲
政
資
料
室
の
「
太
田
耐
造
関
係
文
書
目
録
」（
二
〇
一
七
年
一
月
）

を
も
と
に
、「
司
法
書
記
官
、
刑
事
局
第
六
課
長
（
昭
和
一
四
年
一
月
～
一
七
年
七
月
）」
時
代

中
の
「
３
・
４
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
と
分
類
さ
れ
た
文
書
（
請
求
番
号
１
７
０
－
２
１
５
）
を
中
心

に
、
同
事
件
と
多
少
と
も
関
連
す
る
外
国
諜
報
・
海
外
共
産
主
義
情
報
、
日
本
共
産
党
再
建

運
動
、
企
画
院
事
件
、
満
洲
合
作
社
事
件
、
中
共
諜
報
団
事
件
な
ど
の
執
務
・
取
調
・
裁
判

関
係
史
料
を
も
「
関
連
史
料
」「
周
辺
史
料
」
と
し
て
収
録
し
た
。

　
「
太
田
耐
造
関
係
文
書
」
の
全
体
は
、
神
兵
隊
事
件
な
ど
右
翼
・
国
家
主
義
史
料
や
治
安

維
持
法
・
言
論
統
制
検
閲
史
料
な
ど
を
含
む
膨
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
関
す

る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
上
の
第
一
次
史
料
と
さ
れ
て
き
た
『
現
代
史
資
料　

ゾ
ル
ゲ
事

件
』
全
四
巻
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
―
七
一
年
）
に
未
収
録
の
新
史
料
を
多
数
含
む
、
当

時
の
権
力
最
奥
で
の
捜
査
記
録
で
あ
る
。『
現
代
史
資
料
』
は
、
も
と
も
と
戦
後
に
警
察
庁

が
収
集
し
た
旧
内
務
省
活
字
史
料
・
裁
判
史
料
の
集
大
成
で
あ
っ
た
が
、「
太
田
耐
造
文
書
」

は
、
手
書
き
や
タ
イ
プ
印
刷
の
、
文
字
通
り
の
第
一
次
史
料
で
あ
る
。

　

特
筆
す
べ
き
新
史
料
は
、「
昭
和
天
皇
へ
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
上
奏
文
」
で
あ
る
。『
昭
和
天
皇

実
録　

第
八
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
六
年
）
の
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
五
月
一
三
日
に
、

「
午
前
一
一
時
三
〇
分
、
御
学
問
所
に
お
い
て
司
法
大
臣
岩
村
通
世
に
謁
を
賜
い
、
尾
崎
秀

実
及
び
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ゾ
ル
ゲ
等
の
機
密
漏
洩
事
件
告
発
に
つ
き
奏
上
を
受
け
ら
れ
る
。
な

お
一
六
日
、
司
法
省
は
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
国
際
諜
報
団
事
件
と
し
て
発
表
す
る
」
と
あ
る
が
、

そ
の
「
我
が
国
情
に
関
す
る
秘
密
事
項
」
の
具
体
的
内
容
が
、「
太
田
耐
造
関
係
文
書
」
に

上
奏
文
案
と
し
て
綴
じ
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
五
月
一
七
日
の
各
紙
が
報
じ
た
「
司
法
省

発
表
」
と
比
較
す
る
と
、
当
時
の
国
家
権
力
内
部
で
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
小
さ
く
扱
い
、
戦
時

体
制
へ
の
打
撃
を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
の
新
聞
発
表

文
を
内
務
省
・
外
務
省
・
大
審
院
と
も
調
整
し
て
逐
語
的
に
検
閲
し
、「
新
聞
記
事
掲
載
要

項
」
で
報
道
統
制
し
た
経
緯
も
明
ら
か
に
な
る
。

国立国会図書館所蔵　太田耐造関係文書
ゾルゲ事件

▼

「ゾルゲ事件」報告の原型と
なった『国際共産党対日諜報
機関検挙申報』表紙。

▼下は「尾崎秀実供述要旨（其
ノ三）客観情勢ニ対スル認識
所見」冒頭部分。今回発見の
新史料のひとつ。

▲ 最重要文書ともいえる、天皇への上奏文（「所
謂国際諜報団事件に関する上奏文案」第８巻収
録）末尾にクリップで留められていたゾルゲの
写真。
▼ 満洲国司法部赴任直後（1942 年 10 月）
の太田耐造（『太田耐造追想録』より）。

▲中央にゾルゲ顔写真を配し
た口絵からも、すでに「ゾ
ルゲを中心とした｣ 事件と
しての方向性がうかがえる

（「国際共産党対日諜報機関
検挙申報」、第７巻収録）。

国
家
を
揺
る
が
せ
た
20
世
紀
最
大
の
ス
パ
イ
事
件
＝
ゾ
ル
ゲ
事
件
―
―

警
察
、
司
法
を
経
て
天
皇
上
奏
、
国
民
へ
の
開
示
に
至
り
、

司
法
行
政
の
な
か
で
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
と
し
て
生
成
し
て
ゆ
く
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
新
た
に
解
明
す
る
た
め
の
、
未
曽
有
の
史
料
群
―
―

つ
い
に
刊
行
！

国
家
を
揺
る
が
せ
た
20
世
紀
最
大
の
ス
パ
イ
事
件
＝
ゾ
ル
ゲ
事
件
―
―

警
察
、
司
法
を
経
て
天
皇
上
奏
、
国
民
へ
の
開
示
に
至
り
、

司
法
行
政
の
な
か
で
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
と
し
て
生
成
し
て
ゆ
く
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
新
た
に
解
明
す
る
た
め
の
、
未
曽
有
の
史
料
群
―
―

つ
い
に
刊
行
！

　

事
件
全
体
の
総
括
と
し
て
、『
現
代
史
資
料　

ゾ
ル
ゲ
事
件
（
一
）』
冒
頭
（
及
び
警
察
庁

警
備
部
『
外
事
警
察
資
料
』
第
三
巻
第
五
号
、
一
九
五
七
年
）
に
収
録
さ
れ
た
内
務
省
警
保
局
保

安
課
「
ゾ
ル
ゲ
を
中
心
と
せ
る
国
際
諜
報
団
事
件
」（
一
九
五
七
年
の
も
の
で
は
「
ゾ
ル
ゲ
を
中

心
と
す
る

0

0

0

」）
の
も
と
に
な
っ
た
詳
し
い
捜
査
総
括
記
録
も
、
留
岡
幸
男
警
視
総
監
の
司
法
大

臣
宛
「
国
際
共
産
党
対
日
諜
報
機
関
検
挙
申
報
」
と
し
て
発
見
さ
れ
た
。
尾
崎
秀
実
・
宮
城

与
徳
・
西
園
寺
公
一
・
犬
養
健
・
田
口
右
源
太
・
水
野
成
・
中
西
功
ら
日
本
人
被
告
・
関
係

者
の
新
史
料
・
証
言
も
、
初
め
て
発
表
さ
れ
る
。
太
田
耐
造
が
一
九
四
二
年
九
月
に
満
洲
国

司
法
部
に
転
任
す
る
た
め
、
そ
の
後
の
裁
判
史
料
は
少
な
い
が
、
思
想
検
事
と
し
て
の
太
田

の
経
験
が
、
中
共
諜
報
団
事
件
、
満
洲
合
作
社
事
件
、
満
鉄
調
査
部
事
件
な
ど
に
も
影
を
落

と
し
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　

本
史
料
集
成
に
お
け
る
「
太
田
耐
造
文
書
」
の
公
開
は
、
ロ
シ
ア
の
Ｍ
・
ア
レ
ク
セ
ー
エ

フ
ら
に
よ
る
ゾ
ル
ゲ
が
上
海
・
東
京
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
送
付
し
た
秘
密
電
文
・
書
簡
類
の
発

掘
・
公
刊
と
共
に
、
二
一
世
紀
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
を
新
た
な
段
階
に
導
く
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

（
か
と
う
・
て
つ
ろ
う　
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

ゾ
ル
ゲ
事
件
は
ど
の
よ
う
に
裁
か
れ
て
い
っ
た
の
か

―
実
証
的
な
考
察
が
可
能
に
―

荻
野
富
士
夫

司
法
省
刑
事
局
第
六
課
長
と
し
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
開
戦
前
後
の
思
想
検
察
を
指
揮
し
、
治
安

維
持
法
の
大
「
改
正
」
を
主
導
し
た
太
田
耐
造
は
、
平
田
勲
・
池
田
克
に
つ
ぐ
、
思
想
司
法
の
中
枢

的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
太
田
の
も
と
に
報
告
さ
れ
、
整
理
保
管
さ
れ
た
史
料
群
は
、
治
安

維
持
法
運
用
の
拡
張
過
程
や
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
つ
い
て
、
新
た
な
実
証
的
な
分
析
を
可
能
に
す
る
。

ゾ
ル
ゲ
事
件
に
焦
点
を
絞
っ
て
編
集
さ
れ
た
本
史
料
集
成
は
、
主
に
『
現
代
史
資
料
ゾ
ル
ゲ
事

件
』
全
四
巻
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
像
、
お
よ
び
ゾ
ル
ゲ
像
・
尾
崎
秀
実
像
を
修
正
し
、

さ
ら
な
る
豊
か
な
造
形
を
導
く
の
に
十
分
な
質
と
量
に
満
ち
て
い
る
。
本
史
料
集
成
の
特
徴
は
、
警

察
・
検
察
に
よ
る
捜
査
・
取
調
過
程
で
作
成
さ
れ
た
文
書
類
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る

が
、
検
察
・
予
審
・
公
判
関
係
に
重
点
を
お
い
た
『
現
代
史
資
料
』
版
と
相
互
補
完
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
が
ど
の
よ
う
に
思
想
犯
罪
・
防
諜
犯
罪
と
し
て
裁
か
れ
て
い
っ
た
の
か
、
具
体
的

に
実
証
的
に
考
察
す
る
史
料
的
環
境
が
ほ
ぼ
整
っ
た
と
い
え
る
。

い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
も
の
を
み
て
み
よ
う
。
一
九
四
一
年
七
月
二
五
日
付
で
大
審
院
検
事
の
発

し
た
「
外
諜
被
疑
者
検
挙
準
備
ニ
関
ス
ル
件
」
は
、
大
審
院
検
事
局
・
司
法
省
刑
事
局
・
憲
兵
司
令

部
・
内
務
省
警
保
局
の
協
議
を
経
た
通
牒
で
、「
近
ク
外
国
ノ
諜
報
謀
略
ニ
暗
躍
策
動
セ
ル
疑
ア
ル

者
」
に
対
す
る
全
国
一
斉
検
挙
を
準
備
す
る
よ
う
指
示
し
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
始
動
の
合
図
と
な
っ
た
。

四
二
年
六
月
の
警
視
庁
「
国
際
共
産
党
対
日
諜
報
機
関
検
挙
申
報
」
中
の
書
込
み
は
お
そ
ら
く
太
田

の
も
の
で
、
四
〇
年
末
、
警
視
庁
特
高
部
の
取
締
が
「
合
法
面
ニ
於
ケ
ル
共
産
主
義
運
動
」
に
偏
し

て
い
る
と
み
て
、
東
京
地
検
思
想
部
が
潜
行
的
な
「
海
外
ヨ
リ
ノ
運
動
」
に
注
意
を
向
け
る
よ
う
指

示
し
た
と
す
る
。

検
挙
直
後
の
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
七
日
の
吉
河
光
貞
検
事
に
よ
る
「
尾
崎
秀
実
ノ
供
述
要
旨
」
は
、

と
り
わ
け
興
味
深
い
。
内
偵
捜
査
か
ら
導
い
た
尾
崎
像
を
、
共
産
主
義
信
奉
者
な
が
ら
「
表
面
ハ

「
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
」
又
ハ
「
フ
ア
シ
ス
ト
」
タ
ル
カ
如
キ
態
度
ヲ
偽
装
シ
所
謂
二
重
生
活
ヲ
営
ミ
来

レ
リ
」
と
す
る
と
と
も
に
、
検
挙
に
よ
り
「「
赤
色
ス
パ
イ
」
ト
シ
テ
極
刑
ヲ
免
レ
サ
ル
ハ
既
ニ
覚
悟

シ
居
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
ト
放
言
シ
居
ル
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
当
初
の
尾
崎
像
お
よ
び
ゾ
ル

ゲ
像
が
、
特
高
や
検
察
、
予
審
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
、
各
段
階
の
訊
問
調
書

の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
特
高
や
思
想
検
事
、
予
審
判
事
の
聴

取
の
ポ
イ
ン
ト
の
差
異
も
見
え
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
未
見
だ
っ
た
水
野
成
や
田
口
右
源
太
に
対

す
る
警
視
庁
特
高
第
一
課
の
訊
問
調
書
は
、ゾ
ル
ゲ
事
件
の
奥
行
を
さ
ら
に
深
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

事
件
公
表
直
前
に
な
さ
れ
た
昭
和
天
皇
へ
の
岩
村
通
世
法
相
の
「
上
奏
文
」
も
貴
重
で
あ
る
。
昭

和
天
皇
の
治
安
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
だ
け
で
な
く
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
関
与
の
大
き
さ
も
再
認
識

さ
せ
る
。

「
ゾ
ル
ゲ
事
件
周
辺
史
料
」
は
、
治
安
情
勢
全
般
の
な
か
で
ゾ
ル
ゲ
事
件
の
占
め
る
位
置
を
考
え

る
う
え
で
周
到
な
目
配
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
満
鉄
調
査
部
事
件
、
合
作
社
事
件
、
中

国
共
産
党
事
件
な
ど
、
個
々
の
史
料
ご
と
に
新
た
な
知
見
を
も
提
示
す
る
。
太
田
自
身
が
そ
の
対
象

と
な
る
戦
後
の
公
職
追
放
に
お
け
る
「
Ｇ
項
該
当
者
」
の
司
法
関
係
者
一
覧
や
審
査
基
準
の
文
書

も
、
今
後
の
研
究
に
有
用
で
あ
る
。

（
お
ぎ
の
・
ふ
じ
お
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
）

ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
の
新
た
な
発
見
を
期
待

伊
藤
隆

ゾ
ル
ゲ
事
件
の
史
料
と
い
え
ば
、
み
す
ず
書
房
の
『
現
代
史
資
料
ゾ
ル
ゲ
事
件
』
全
四
巻
（
戦
後

警
察
庁
が
記
録
を
部
外
秘
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
が
原
本
）
以
外
に
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
が
聞

き
取
り
を
行
っ
た
の
も
、
宮
下
弘
か
ら
、
中
村
智
子
さ
ん
と
行
っ
た
も
の
（『
特
高
の
回
想
あ
る
時
代

の
証
言
』
田
畑
書
店
、
一
九
七
八
年
）
や
村
田
五
郎
・
永
野
若
松
等
、
警
保
局
の
職
に
あ
っ
た
人
び
と

か
ら
の
も
の
で
（『
海
鳴
り
内
務
官
僚
村
田
五
郎
と
昭
和
の
群
像
』
上
、
芦
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、
基
本

的
に
警
察
関
係
の
み
で
あ
っ
た
。
今
回
刊
行
の
『
ゾ
ル
ゲ
事
件
史
料
集
成
』
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、

思
想
検
事
で
あ
っ
た
太
田
旧
蔵
の
も
の
、
司
法
・
検
察
関
係
で
、
そ
の
意
味
で
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に

新
た
な
局
面
を
与
え
、
大
き
な
貢
献
を
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
司
法
大
臣
の
上
奏
も
新
た
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
私
は
以
前
か
ら
こ
の
事
件
記
録
に
軍
人
の
名
が
出
て
こ
な
い
こ

と
を
不
審
に
思
い
（
ゾ
ル
ゲ
も
尾
崎
秀
実
も
陸
軍
軍
人
と
の
つ
き
合
い
が
あ
っ
た
）
石
堂
清
倫
氏
に
話

し
か
け
、
彼
が
調
べ
た
結
果
、
二
、
三
の
軍
人
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
同
氏
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
詳
し
く
伺
う
機
会
が
な
か
っ
た
。
警
察
・
司
法
と
共
に
、
憲
兵
も

こ
の
事
件
に
拘
わ
っ
た
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
今
に
そ
の
関
係
の
史
料
が
発
見
さ
れ
な
い
の
は

な
ん
と
も
残
念
で
あ
る
。
太
田
耐
造
は
軍
人
と
も
強
い
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
。
今
回
の
司
法

関
係
の
史
料
の
延
長
線
上
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
こ
と
も
期
待
し
た
い
。

（
い
と
う
・
た
か
し
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

推

薦

ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に
お
け
る
21
世
紀
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
切
り
ひ
ら
く
、
権
力
最
奥
で
の
捜
査
記
録
群
！

思
想
検
事
・
太
田
旧
蔵
の
司
法
・
検
察
史
料
と
い
う
意
味
で
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に
新
た
な
局
面
を
与
え
る

―
伊
藤
隆

こ
れ
ま
で
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
像
を
修
正
し
、
さ
ら
な
る
豊
か
な
造
形
を
導
く
の
に
十
分
な
質
と
量
に
満
ち
て
い
る

―
荻
野
富
士
夫

●
配

本

第
１
回
配
本

全
２
巻

揃
本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

２
０
１
９
年
７
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8298-1

第
２
回
配
本

全
３
巻

揃
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

２
０
１
９
年
11
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8301-8

第
３
回
配
本

全
３
巻

揃
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

２
０
２
０
年
４
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8305-6

第
４
回
配
本

全
２
巻

揃
本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

２
０
２
０
年
７
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8309-4

外
事
警
察
概
況
全
８
巻

「
ゾ
ル
ゲ
を
中
心
と
せ
る
国
際
諜
報
団
事
件
」
を
掲
載
し
た
『
昭

和
十
七
年
中
に
於
け
る
外
事
警
察
概
況
』（
第
８
巻
収
録
）
を
は

じ
め
、
戦
前
期
の
対
外
情
報
活
動
を
伝
え
る
第
一
級
資
料
。
内

務
省
警
保
局
が
行
っ
た
諜
報
活
動
は
、
対
ソ
・
対
中
を
中
心
に

『
外
事
警
察
報
』
に
掲
載
、
年
度
毎
に
こ
の
『
概
況
』
に
集
約
さ

れ
た
。
近
現
代
史
研
究
に
お
い
て
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
基

礎
資
料
。

◉
解

題
…
…
石
堂
清
倫

◉
底

本
…
…『
昭
和
10
～
17
年
中
に
於
け
る
外
事
警
察
概
況
』

（
内
務
省
警
保
局
編
、
1
9
3
5
－
1
9
4
2
年
）

◉
体

裁
…
…
A
5
判
・
上
製
・
総
4
、
2
2
0
頁

◉
揃
定
価
…
…
本
体
９
５
、
0
0
0
円
＋
税

ISBN
978-4-8350-0849-3

特
高
警
察
関
係
資
料
集
成
第
Ⅰ
期

全
30
巻
・
別
冊
1

膨
大
に
存
在
す
る
特
高
警
察
資
料
か
ら
、
現
在
の
視
点
か
ら
見

て
重
要
な
資
料
を
精
選
、
復
刻
。
第
１
期
に
は
米
騒
動
、
大
正

期
の
社
会
運
動
、
3
・
15
事
件
等
の
資
料
群
を
収
録
。「
共
産
主

義
運
動
」「
無
産
政
党
運
動
」「
労
働
運
動
」
は
じ
め
、「
出
版
警

察
関
係
」「
特
高
関
係
例
規
類
」
な
ど
12
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
収

録
し
た
浩
瀚
な
必
備
資
料
。

◉
編
・
解
説
…
…
荻
野
富
士
夫
（
各
巻
巻
頭
に
収
録
）

◉
体

裁
…
…
A
４
判
・
四
面
付
・
上
製

総
約
１
４
、
3
0
0
頁

◉
揃
定
価
…
…
本
体
７
７
５
、
0
0
0
円
＋
税

※
各
配
本
本
体
７
５
、
０
０
０
円
＋
税

◉
推

薦
…
…
今
井
清
一
・
奥
平
康
弘
・
松
尾
尊
兊
・

由
井
正
臣
・
渡
部
徹

◉
構

成
…
…
全
30
巻
・
全
11
回
配
本

●
第
1
回
配
本
「
共
産
主
義
運
動
」
全
３
巻ISBN

978-4-8350-0870-7

●
第
２
回
配
本
「
共
産
主
義
運
動
」
全
３
巻ISBN

978-4-8350-0874-5

●
第
３
回
配
本
「
無
産
政
党
運
動
／
労
働
運
動
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0878-3

●
第
４
回
配
本
「
農
民
運
動
／
水
平
運
動
・
在
日
朝
鮮
人
運
動
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0882-0

●
第
５
回
配
本
「
国
家
主
義
運
動
／
外
事
警
察
関
係
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0886-8

●
第
６
回
配
本
「
外
事
警
察
関
係
／
出
版
警
察
関
係
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0890-5

●
第
７
回
配
本
「
特
高
関
係
重
要
資
料
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0894-3

●
第
８
回
配
本
「
特
高
関
係
例
規
類
」
全
３
巻ISBN

978-4-8350-0898-1

●
第
９
回
配
本
「
特
高
関
係
各
種
会
議
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0902-5

●
第
10
回
配
本
「
特
高
関
係
逐
次
刊
行
物
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0906-3

●
第
11
回
配
本
『
特
高
警
察
関
係
資
料
解
説
』
全
１
巻

ISBN
978-4-8350-0910-0

―
好
評
の
既
刊
資
料
―

［編集復刻版］

本集成は、太田耐造関係文書のうち、ゾルゲ事件を
理解するために必要と考えられる間接的な文書類
を、「ゾルゲ事件周辺史料」として収録した。左「『コ
ミンテルン』ト治安維持法トノ関係（以下略）」、右「満
洲ニ於ケル共産運動ノ概況」（どちらも第９巻収録）。

残
部
僅
少

残
部
僅
少
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表
示
価
格
は
す
べ
て
税
別

不
二
出
版

〒
1
1
2
・0
0
0
5

東
京
都
文
京
区
水
道
2・
1
0・1
0

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

0
3・5
9
8
1・6
7
0
4

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
3・5
9
8
1・6
7
0
5

振　

替　

0
0
1
6
0・2・9
4
0
8
4

加藤哲郎　編集・解説

揃定価―――― 揃本体 250,000 円＋税
体　裁―――― B ５判・上製・総約 3600 頁

加藤哲郎　編集・解説

揃定価―――― 揃本体 250,000 円＋税
体　裁―――― B ５判・上製・総約 3600 頁

全４回配本・全 10 巻全４回配本・全 10 巻

国立国会図書館所蔵 太田耐造関係文書

史料集成伊藤 隆
荻野富士夫推 薦

不二出版不二出版

ゾ
ル
ゲ
事
件
史
料
集
成

［
編
集
復
刻
版
］
●
太
田
耐
造
関
係
文
書
●

全
４
回
配
本
・
全
10
巻

編
集
・
解
説
●

加
藤
哲
郎
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

史
料
協
力
―
―　
国
立
国
会
図
書
館

推　
薦
―
―
―　
伊
藤
隆
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

荻
野
富
士
夫
（
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
）

揃
定
価
―
―
―　
揃
本
体
２
５
０
、
０
０
０
円
＋
税

体　
裁
―
―
―　
B
５
判
・
上
製
・
総
約
3
、
6
0
0
頁
〔
各
巻
約
3
6
0
頁
〕

お
薦
め
先
―
―　
近
現
代
史
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、
法
制
史
、
国
際
関
係
、

メ
デ
ィ
ア
史
等
の
研
究
者
。
大
学
・
専
門
図
書
館
。

※
収
録
内
容
、
刊
行
時
期
等
は
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

「
解
説
」
は
第
１
巻
に
収
録
予
定
。

編
集
に
あ
た
っ
て

加
藤
哲
郎

本
史
料
集
成
は
、
二
〇
一
七
年
に
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
で
公
開
さ
れ
た
「
太
田

耐
造
関
係
文
書
」
の
な
か
の
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
直
接
・
間
接
に
関
わ
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
第

一
次
史
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
憲
政
資
料
室
の
「
太
田
耐
造
関
係
文
書
目
録
」（
二
〇
一
七
年
一
月
）

を
も
と
に
、「
司
法
書
記
官
、
刑
事
局
第
六
課
長
（
昭
和
一
四
年
一
月
～
一
七
年
七
月
）」
時
代

中
の
「
３
・
４
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
と
分
類
さ
れ
た
文
書
（
請
求
番
号
１
７
０
－
２
１
５
）
を
中
心

に
、
同
事
件
と
多
少
と
も
関
連
す
る
外
国
諜
報
・
海
外
共
産
主
義
情
報
、
日
本
共
産
党
再
建

運
動
、
企
画
院
事
件
、
満
洲
合
作
社
事
件
、
中
共
諜
報
団
事
件
な
ど
の
執
務
・
取
調
・
裁
判

関
係
史
料
を
も
「
関
連
史
料
」「
周
辺
史
料
」
と
し
て
収
録
し
た
。

「
太
田
耐
造
関
係
文
書
」
の
全
体
は
、
神
兵
隊
事
件
な
ど
右
翼
・
国
家
主
義
史
料
や
治
安

維
持
法
・
言
論
統
制
検
閲
史
料
な
ど
を
含
む
膨
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
関
す

る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
上
の
第
一
次
史
料
と
さ
れ
て
き
た
『
現
代
史
資
料

ゾ
ル
ゲ
事

件
』
全
四
巻
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
―
七
一
年
）
に
未
収
録
の
新
史
料
を
多
数
含
む
、
当

時
の
権
力
最
奥
で
の
捜
査
記
録
で
あ
る
。『
現
代
史
資
料
』
は
、
も
と
も
と
戦
後
に
警
察
庁

が
収
集
し
た
旧
内
務
省
活
字
史
料
・
裁
判
史
料
の
集
大
成
で
あ
っ
た
が
、「
太
田
耐
造
文
書
」

は
、
手
書
き
や
タ
イ
プ
印
刷
の
、
文
字
通
り
の
第
一
次
史
料
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
新
史
料
は
、「
昭
和
天
皇
へ
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
上
奏
文
」
で
あ
る
。『
昭
和
天
皇

実
録

第
八
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
六
年
）
の
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
五
月
一
三
日
に
、

「
午
前
一
一
時
三
〇
分
、
御
学
問
所
に
お
い
て
司
法
大
臣
岩
村
通
世
に
謁
を
賜
い
、
尾
崎
秀

実
及
び
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ゾ
ル
ゲ
等
の
機
密
漏
洩
事
件
告
発
に
つ
き
奏
上
を
受
け
ら
れ
る
。
な

お
一
六
日
、
司
法
省
は
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
国
際
諜
報
団
事
件
と
し
て
発
表
す
る
」
と
あ
る
が
、

そ
の
「
我
が
国
情
に
関
す
る
秘
密
事
項
」
の
具
体
的
内
容
が
、「
太
田
耐
造
関
係
文
書
」
に

上
奏
文
案
と
し
て
綴
じ
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
五
月
一
七
日
の
各
紙
が
報
じ
た
「
司
法
省

発
表
」
と
比
較
す
る
と
、
当
時
の
国
家
権
力
内
部
で
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
小
さ
く
扱
い
、
戦
時

体
制
へ
の
打
撃
を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
の
新
聞
発
表

文
を
内
務
省
・
外
務
省
・
大
審
院
と
も
調
整
し
て
逐
語
的
に
検
閲
し
、「
新
聞
記
事
掲
載
要

項
」
で
報
道
統
制
し
た
経
緯
も
明
ら
か
に
な
る
。

国立国会図書館所蔵 太田耐造関係文書
ゾルゲ事件

▼

「ゾルゲ事件」報告の原型と
なった『国際共産党対日諜報
機関検挙申報』表紙。

▼下は「尾崎秀実供述要旨（其
ノ三）客観情勢ニ対スル認識
所見」冒頭部分。今回発見の
新史料のひとつ。

▲ 最重要文書ともいえる、天皇への上奏文（「所
謂国際諜報団事件に関する上奏文案」第８巻収
録）末尾にクリップで留められていたゾルゲの
写真。
▼ 満洲国司法部赴任直後（1942 年 10 月）
の太田耐造（『太田耐造追想録』より）。

▲中央にゾルゲ顔写真を配し
た口絵からも、すでに「ゾ
ルゲを中心とした｣ 事件と
しての方向性がうかがえる

（「国際共産党対日諜報機関
検挙申報」、第７巻収録）。

国
家
を
揺
る
が
せ
た
20
世
紀
最
大
の
ス
パ
イ
事
件
＝
ゾ
ル
ゲ
事
件
―
―

警
察
、
司
法
を
経
て
天
皇
上
奏
、
国
民
へ
の
開
示
に
至
り
、

司
法
行
政
の
な
か
で
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
と
し
て
生
成
し
て
ゆ
く
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
新
た
に
解
明
す
る
た
め
の
、
未
曽
有
の
史
料
群
―
―

つ
い
に
刊
行
！

国
家
を
揺
る
が
せ
た
20
世
紀
最
大
の
ス
パ
イ
事
件
＝
ゾ
ル
ゲ
事
件
―
―

警
察
、
司
法
を
経
て
天
皇
上
奏
、
国
民
へ
の
開
示
に
至
り
、

司
法
行
政
の
な
か
で
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
と
し
て
生
成
し
て
ゆ
く
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
新
た
に
解
明
す
る
た
め
の
、
未
曽
有
の
史
料
群
―
―

つ
い
に
刊
行
！

事
件
全
体
の
総
括
と
し
て
、『
現
代
史
資
料　

ゾ
ル
ゲ
事
件
（
一
）』
冒
頭
（
及
び
警
察
庁

警
備
部
『
外
事
警
察
資
料
』
第
三
巻
第
五
号
、
一
九
五
七
年
）
に
収
録
さ
れ
た
内
務
省
警
保
局
保

安
課
「
ゾ
ル
ゲ
を
中
心
と
せ
る
国
際
諜
報
団
事
件
」（
一
九
五
七
年
の
も
の
で
は
「
ゾ
ル
ゲ
を
中

心
と
す
る

0

0

0

」）
の
も
と
に
な
っ
た
詳
し
い
捜
査
総
括
記
録
も
、
留
岡
幸
男
警
視
総
監
の
司
法
大

臣
宛
「
国
際
共
産
党
対
日
諜
報
機
関
検
挙
申
報
」
と
し
て
発
見
さ
れ
た
。
尾
崎
秀
実
・
宮
城

与
徳
・
西
園
寺
公
一
・
犬
養
健
・
田
口
右
源
太
・
水
野
成
・
中
西
功
ら
日
本
人
被
告
・
関
係

者
の
新
史
料
・
証
言
も
、
初
め
て
発
表
さ
れ
る
。
太
田
耐
造
が
一
九
四
二
年
九
月
に
満
洲
国

司
法
部
に
転
任
す
る
た
め
、
そ
の
後
の
裁
判
史
料
は
少
な
い
が
、
思
想
検
事
と
し
て
の
太
田

の
経
験
が
、
中
共
諜
報
団
事
件
、
満
洲
合
作
社
事
件
、
満
鉄
調
査
部
事
件
な
ど
に
も
影
を
落

と
し
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

本
史
料
集
成
に
お
け
る
「
太
田
耐
造
文
書
」
の
公
開
は
、
ロ
シ
ア
の
Ｍ
・
ア
レ
ク
セ
ー
エ

フ
ら
に
よ
る
ゾ
ル
ゲ
が
上
海
・
東
京
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
送
付
し
た
秘
密
電
文
・
書
簡
類
の
発

掘
・
公
刊
と
共
に
、
二
一
世
紀
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
を
新
た
な
段
階
に
導
く
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

（
か
と
う
・
て
つ
ろ
う　
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

ゾ
ル
ゲ
事
件
は
ど
の
よ
う
に
裁
か
れ
て
い
っ
た
の
か

　
　
―
実
証
的
な
考
察
が
可
能
に
―

荻
野
富
士
夫

司
法
省
刑
事
局
第
六
課
長
と
し
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
開
戦
前
後
の
思
想
検
察
を
指
揮
し
、
治
安

維
持
法
の
大
「
改
正
」
を
主
導
し
た
太
田
耐
造
は
、
平
田
勲
・
池
田
克
に
つ
ぐ
、
思
想
司
法
の
中
枢

的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
太
田
の
も
と
に
報
告
さ
れ
、
整
理
保
管
さ
れ
た
史
料
群
は
、
治
安

維
持
法
運
用
の
拡
張
過
程
や
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
つ
い
て
、
新
た
な
実
証
的
な
分
析
を
可
能
に
す
る
。

　

ゾ
ル
ゲ
事
件
に
焦
点
を
絞
っ
て
編
集
さ
れ
た
本
史
料
集
成
は
、
主
に
『
現
代
史
資
料
ゾ
ル
ゲ
事

件
』
全
四
巻
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
像
、
お
よ
び
ゾ
ル
ゲ
像
・
尾
崎
秀
実
像
を
修
正
し
、

さ
ら
な
る
豊
か
な
造
形
を
導
く
の
に
十
分
な
質
と
量
に
満
ち
て
い
る
。
本
史
料
集
成
の
特
徴
は
、
警

察
・
検
察
に
よ
る
捜
査
・
取
調
過
程
で
作
成
さ
れ
た
文
書
類
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る

が
、
検
察
・
予
審
・
公
判
関
係
に
重
点
を
お
い
た
『
現
代
史
資
料
』
版
と
相
互
補
完
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
が
ど
の
よ
う
に
思
想
犯
罪
・
防
諜
犯
罪
と
し
て
裁
か
れ
て
い
っ
た
の
か
、
具
体
的

に
実
証
的
に
考
察
す
る
史
料
的
環
境
が
ほ
ぼ
整
っ
た
と
い
え
る
。

い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
も
の
を
み
て
み
よ
う
。
一
九
四
一
年
七
月
二
五
日
付
で
大
審
院
検
事
の
発

し
た
「
外
諜
被
疑
者
検
挙
準
備
ニ
関
ス
ル
件
」
は
、
大
審
院
検
事
局
・
司
法
省
刑
事
局
・
憲
兵
司
令

部
・
内
務
省
警
保
局
の
協
議
を
経
た
通
牒
で
、「
近
ク
外
国
ノ
諜
報
謀
略
ニ
暗
躍
策
動
セ
ル
疑
ア
ル

者
」
に
対
す
る
全
国
一
斉
検
挙
を
準
備
す
る
よ
う
指
示
し
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
始
動
の
合
図
と
な
っ
た
。

四
二
年
六
月
の
警
視
庁
「
国
際
共
産
党
対
日
諜
報
機
関
検
挙
申
報
」
中
の
書
込
み
は
お
そ
ら
く
太
田

の
も
の
で
、
四
〇
年
末
、
警
視
庁
特
高
部
の
取
締
が
「
合
法
面
ニ
於
ケ
ル
共
産
主
義
運
動
」
に
偏
し

て
い
る
と
み
て
、
東
京
地
検
思
想
部
が
潜
行
的
な
「
海
外
ヨ
リ
ノ
運
動
」
に
注
意
を
向
け
る
よ
う
指

示
し
た
と
す
る
。

　

検
挙
直
後
の
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
七
日
の
吉
河
光
貞
検
事
に
よ
る
「
尾
崎
秀
実
ノ
供
述
要
旨
」
は
、

と
り
わ
け
興
味
深
い
。
内
偵
捜
査
か
ら
導
い
た
尾
崎
像
を
、
共
産
主
義
信
奉
者
な
が
ら
「
表
面
ハ

「
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
」
又
ハ
「
フ
ア
シ
ス
ト
」
タ
ル
カ
如
キ
態
度
ヲ
偽
装
シ
所
謂
二
重
生
活
ヲ
営
ミ
来

レ
リ
」
と
す
る
と
と
も
に
、
検
挙
に
よ
り
「「
赤
色
ス
パ
イ
」
ト
シ
テ
極
刑
ヲ
免
レ
サ
ル
ハ
既
ニ
覚
悟

シ
居
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
ト
放
言
シ
居
ル
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
当
初
の
尾
崎
像
お
よ
び
ゾ
ル

ゲ
像
が
、
特
高
や
検
察
、
予
審
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
、
各
段
階
の
訊
問
調
書

の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
特
高
や
思
想
検
事
、
予
審
判
事
の
聴

取
の
ポ
イ
ン
ト
の
差
異
も
見
え
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
未
見
だ
っ
た
水
野
成
や
田
口
右
源
太
に
対

す
る
警
視
庁
特
高
第
一
課
の
訊
問
調
書
は
、ゾ
ル
ゲ
事
件
の
奥
行
を
さ
ら
に
深
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

事
件
公
表
直
前
に
な
さ
れ
た
昭
和
天
皇
へ
の
岩
村
通
世
法
相
の
「
上
奏
文
」
も
貴
重
で
あ
る
。
昭

和
天
皇
の
治
安
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
だ
け
で
な
く
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
関
与
の
大
き
さ
も
再
認
識

さ
せ
る
。

「
ゾ
ル
ゲ
事
件
周
辺
史
料
」
は
、
治
安
情
勢
全
般
の
な
か
で
ゾ
ル
ゲ
事
件
の
占
め
る
位
置
を
考
え

る
う
え
で
周
到
な
目
配
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
満
鉄
調
査
部
事
件
、
合
作
社
事
件
、
中

国
共
産
党
事
件
な
ど
、
個
々
の
史
料
ご
と
に
新
た
な
知
見
を
も
提
示
す
る
。
太
田
自
身
が
そ
の
対
象

と
な
る
戦
後
の
公
職
追
放
に
お
け
る
「
Ｇ
項
該
当
者
」
の
司
法
関
係
者
一
覧
や
審
査
基
準
の
文
書

も
、
今
後
の
研
究
に
有
用
で
あ
る
。

（
お
ぎ
の
・
ふ
じ
お　
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
）

ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
の
新
た
な
発
見
を
期
待

伊
藤　
隆

ゾ
ル
ゲ
事
件
の
史
料
と
い
え
ば
、
み
す
ず
書
房
の
『
現
代
史
資
料
ゾ
ル
ゲ
事
件
』
全
四
巻
（
戦
後

警
察
庁
が
記
録
を
部
外
秘
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
が
原
本
）
以
外
に
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
が
聞

き
取
り
を
行
っ
た
の
も
、
宮
下
弘
か
ら
、
中
村
智
子
さ
ん
と
行
っ
た
も
の
（『
特
高
の
回
想
あ
る
時
代

の
証
言
』
田
畑
書
店
、
一
九
七
八
年
）
や
村
田
五
郎
・
永
野
若
松
等
、
警
保
局
の
職
に
あ
っ
た
人
び
と

か
ら
の
も
の
で
（『
海
鳴
り
内
務
官
僚
村
田
五
郎
と
昭
和
の
群
像
』
上
、
芦
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、
基
本

的
に
警
察
関
係
の
み
で
あ
っ
た
。
今
回
刊
行
の
『
ゾ
ル
ゲ
事
件
史
料
集
成
』
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、

思
想
検
事
で
あ
っ
た
太
田
旧
蔵
の
も
の
、
司
法
・
検
察
関
係
で
、
そ
の
意
味
で
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に

新
た
な
局
面
を
与
え
、
大
き
な
貢
献
を
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
司
法
大
臣
の
上
奏
も
新
た
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
私
は
以
前
か
ら
こ
の
事
件
記
録
に
軍
人
の
名
が
出
て
こ
な
い
こ

と
を
不
審
に
思
い
（
ゾ
ル
ゲ
も
尾
崎
秀
実
も
陸
軍
軍
人
と
の
つ
き
合
い
が
あ
っ
た
）
石
堂
清
倫
氏
に
話

し
か
け
、
彼
が
調
べ
た
結
果
、
二
、
三
の
軍
人
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
同
氏
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
詳
し
く
伺
う
機
会
が
な
か
っ
た
。
警
察
・
司
法
と
共
に
、
憲
兵
も

こ
の
事
件
に
拘
わ
っ
た
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
今
に
そ
の
関
係
の
史
料
が
発
見
さ
れ
な
い
の
は

な
ん
と
も
残
念
で
あ
る
。
太
田
耐
造
は
軍
人
と
も
強
い
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
。
今
回
の
司
法

関
係
の
史
料
の
延
長
線
上
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
こ
と
も
期
待
し
た
い
。

（
い
と
う
・
た
か
し　
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

　

推　

薦

ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に
お
け
る
21
世
紀
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
切
り
ひ
ら
く
、
権
力
最
奥
で
の
捜
査
記
録
群
！

思
想
検
事
・
太
田
旧
蔵
の
司
法
・
検
察
史
料
と
い
う
意
味
で
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に
新
た
な
局
面
を
与
え
る

―
伊
藤
隆

こ
れ
ま
で
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
像
を
修
正
し
、
さ
ら
な
る
豊
か
な
造
形
を
導
く
の
に
十
分
な
質
と
量
に
満
ち
て
い
る

―
荻
野
富
士
夫

●　
配　
本

第
１
回
配
本　

全
２
巻

揃
本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

２
０
１
９
年
７
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8298-1

第
２
回
配
本　

全
３
巻

揃
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

２
０
１
９
年
11
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8301-8

第
３
回
配
本　

全
３
巻

揃
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

２
０
２
０
年
４
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8305-6

第
４
回
配
本　

全
２
巻

揃
本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

２
０
２
０
年
７
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8309-4

外
事
警
察
概
況
全
８
巻

「
ゾ
ル
ゲ
を
中
心
と
せ
る
国
際
諜
報
団
事
件
」
を
掲
載
し
た
『
昭

和
十
七
年
中
に
於
け
る
外
事
警
察
概
況
』（
第
８
巻
収
録
）
を
は

じ
め
、
戦
前
期
の
対
外
情
報
活
動
を
伝
え
る
第
一
級
資
料
。
内

務
省
警
保
局
が
行
っ
た
諜
報
活
動
は
、
対
ソ
・
対
中
を
中
心
に

『
外
事
警
察
報
』
に
掲
載
、
年
度
毎
に
こ
の
『
概
況
』
に
集
約
さ

れ
た
。
近
現
代
史
研
究
に
お
い
て
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
基

礎
資
料
。

◉
解　
題
…
…
石
堂
清
倫

◉
底　
本
…
…『
昭
和
10
～
17
年
中
に
於
け
る
外
事
警
察
概
況
』

（
内
務
省
警
保
局
編
、
1
9
3
5
－
1
9
4
2
年
）

◉
体　
裁
…
…
A
5
判
・
上
製
・
総
4
、
2
2
0
頁

◉
揃
定
価
…
…
本
体
９
５
、
0
0
0
円
＋
税

ISBN
978-4-8350-0849-3

特
高
警
察
関
係
資
料
集
成
第
Ⅰ
期

全
30
巻
・
別
冊
1

膨
大
に
存
在
す
る
特
高
警
察
資
料
か
ら
、
現
在
の
視
点
か
ら
見

て
重
要
な
資
料
を
精
選
、
復
刻
。
第
１
期
に
は
米
騒
動
、
大
正

期
の
社
会
運
動
、
3
・
15
事
件
等
の
資
料
群
を
収
録
。「
共
産
主

義
運
動
」「
無
産
政
党
運
動
」「
労
働
運
動
」
は
じ
め
、「
出
版
警

察
関
係
」「
特
高
関
係
例
規
類
」
な
ど
12
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
収

録
し
た
浩
瀚
な
必
備
資
料
。

◉
編
・
解
説
…
…
荻
野
富
士
夫
（
各
巻
巻
頭
に
収
録
）

◉
体　
　
裁
…
…
A
４
判
・
四
面
付
・
上
製

総
約
１
４
、
3
0
0
頁

◉
揃
定
価
…
…
本
体
７
７
５
、
0
0
0
円
＋
税

※
各
配
本　
本
体
７
５
、
０
０
０
円
＋
税

◉
推　
　
薦
…
…
今
井
清
一
・
奥
平
康
弘
・
松
尾
尊
兊
・

由
井
正
臣
・
渡
部
徹

◉
構　
　
成
…
…
全
30
巻
・
全
11
回
配
本

●
第
1
回
配
本
「
共
産
主
義
運
動
」
全
３
巻ISBN

978-4-8350-0870-7

●
第
２
回
配
本
「
共
産
主
義
運
動
」
全
３
巻ISBN

978-4-8350-0874-5

●
第
３
回
配
本
「
無
産
政
党
運
動
／
労
働
運
動
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0878-3

●
第
４
回
配
本
「
農
民
運
動
／
水
平
運
動
・
在
日
朝
鮮
人
運
動
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0882-0

●
第
５
回
配
本
「
国
家
主
義
運
動
／
外
事
警
察
関
係
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0886-8

●
第
６
回
配
本
「
外
事
警
察
関
係
／
出
版
警
察
関
係
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0890-5

●
第
７
回
配
本
「
特
高
関
係
重
要
資
料
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0894-3

●
第
８
回
配
本
「
特
高
関
係
例
規
類
」
全
３
巻ISBN

978-4-8350-0898-1

●
第
９
回
配
本
「
特
高
関
係
各
種
会
議
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0902-5

●
第
10
回
配
本
「
特
高
関
係
逐
次
刊
行
物
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0906-3

●
第
11
回
配
本
『
特
高
警
察
関
係
資
料
解
説
』
全
１
巻

ISBN
978-4-8350-0910-0

―
好
評
の
既
刊
資
料
―

［編集復刻版］

本集成は、太田耐造関係文書のうち、ゾルゲ事件を
理解するために必要と考えられる間接的な文書類
を、「ゾルゲ事件周辺史料」として収録した。左「『コ
ミンテルン』ト治安維持法トノ関係（以下略）」、右「満
洲ニ於ケル共産運動ノ概況」（どちらも第９巻収録）。

残
部
僅
少

残
部
僅
少



１
．「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
に
関
す
る
、は
じ
め
て
の
第
一
次
史
料
公
刊
！

　
　

二
〇
一
七
年
に
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
で
は
じ
め
て
公
開
さ
れ
た
「
太
田

耐
造
関
係
文
書
」
か
ら
、「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
に
関
係
す
る
史
料
を
厳
選
。
基

礎
資
料
と
さ
れ
て
き
た
『
現
代
史
資
料
ゾ
ル
ゲ
事
件
』
全
四
巻
（
み
す
ず

書
房
）
の
原
史
料
、
さ
ら
に
そ
れ
以
上
の
未
収
録
文
書
を
多
数
収
録
。

２
．「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
に
焦
点
を
絞
り
、そ
の
周
辺
史
料
も
収
録
！

　
　

本
集
成
は
、
Ⅰ
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
史
料
１
」〔
第
１
・
２
巻
〕、
Ⅱ
「
ゾ
ル
ゲ

事
件
史
料
２
」〔
第
３

－

８
巻
〕、
Ⅲ
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
周
辺
史
料
」〔
第
９
・

10
巻
〕
よ
り
構
成
。
Ⅰ
、
Ⅱ
に
は
、「
ゾ
ル
ゲ
」
と
記
し
て
ま
と
め
れ
た
包

紙
・
封
筒
の
文
書
を
中
心
に
「
外
諜
事
件
」
綴
や
訊
問
調
書
を
収
録
。

　
　

Ⅲ
に
は
、
直
接
・
間
接
に
事
件
と
関
わ
る
史
料
群
を
収
録
し
、
太
田
文
書

の
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
関
す
る
重
要
史
料
約
１
８
０
点
を
精
選
。

３
．
史
料
の
位
置
づ
け
を
俯
瞰
す
る
充
実
の
編
者
解
説
を
附
す

　
　

こ
れ
ま
で
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に
お
け
る
太
田
耐
造
関
係
文
書
の
位
置
づ

け
、
そ
の
意
義
と
可
能
性
を
論
ず
る
編
者
・
加
藤
哲
郎
に
よ
る
解
説
を
附

す
。
本
解
説
に
よ
っ
て
、『
現
代
史
資
料
』
と
の
異
同
対
照
も
可
能
に
。

司
法
に
お
け
る
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
全
体
と
し
て
把
握
す
る
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
史
料
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

─

●
太
田
耐
造
と
は
…
…

太
田
耐
造（
1
9
0
3
－
1
9
5
6
）は

東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
法
学

部
卒
業
の
後
、
東
京
、
沼
津
等
の
検
事

を
経
て
、
一
九
三
九
年
一
月
よ
り
司
法

省
刑
事
局
第
六
課
長
に
。
四
一
年
の
治

安
維
持
法
の
改
正
に
も
、
太
田
は
思
想

検
事
と
し
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た

し
、
国
家
主
義
的
な
当
時
の
司
法
行
政

に
お
い
て
、
原
理
的
背
景
と
し
て
の

「
日
本
法
理
」
の
確
立
を
め
ざ
し
た
。
太

田
が
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
関
与
し
た
時
期

は
、
同
課
長
就
任
か
ら
四
二
年
、
満
洲

国
司
法
部
刑
事
司
法
室
に
転
属
す
る
ま

で
の
数
年
間
の
み
で
あ
る
。
敗
戦
後
、

公
職
追
放
と
な
り
弁
護
士
と
な
る
が
、

五
六
年
三
月
に
は
心
臓
発
作
で
急
逝
、

五
三
歳
だ
っ
た
。
精
力
的
に
仕
事
に
取

り
組
む
行
動
力
に
富
ん
だ
人
物
だ
っ
た

と
い
う
。

『
ゾ
ル
ゲ
を
中
心
と
す
る
国
際
諜
報

団
事
件
』
と
は
…

本
集
成
に
は
、
検
察
に
よ
る
ゾ
ル
ゲ
事

件
の
総
括
と
も
い
え
る
「
国
際
共
産
党

対
日
諜
報
機
関
検
挙
申
報
」（
一
九
四

二
年
六
月
、
③
）
を
、
そ
の
前
身
で
あ

る
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
概
要
」（
同
年
三
月
、

①
）、「
ゾ
ル
ゲ
事
件
関
係
主
要
被
告
人

控
訴
事
実
集
」（
同
年
五
月
、
②
）
と

併
せ
て
収
録
。
こ
れ
ら
は
天
皇
へ
の
上

奏
と
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
同
年
五
月
）

を
ひ
と
つ
の
到
達
点
と
し
、「
ゾ
ル
ゲ

事
件
」
の
概
要
を
ま
と
め
た
史
料
群
で

あ
る
。
本
史
料
は
同
年
の
内
務
省
警
保

局
編
『
昭
和
十
七
年
中
に
於
け
る
外
事

警
察
概
況
』（
④
）
中
に
「
ゾ
ル
ゲ
を

中
心
と・

せ・

る・

国
際
諜
報
団
事
件
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
、
さ
ら
に
戦
後
は
『
ゾ
ル

ゲ
を
中
心
と・

す・

る・

国
際
諜
報
団
事
件
』

外
事
警
察
資
料
第
三
巻
第
五
号
（
⑤
）

と
し
て
部
外
秘
で
配
布
さ
れ
た
。『
現

代
史
資
料
』
第
一
巻
冒
頭
に
も
収
録
さ

れ
た
、
現
在
の
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
を
形

づ
く
る
重
要
資
料
で
あ
る
。

今日に到る迄の私は殆どかえり見もせず驀地に一筋の道を
駆け来ったようなものでありました

▲ �特筆すべき新史料「所謂国際諜報団事件に関
する上奏文案」。昭和17年５月13日午前11時30
分、昭和天皇は尾崎及びゾルゲらの機密漏洩
事件の奏上を受けた。同16日、司法省は国際
諜報団事件としてゾルゲ事件を発表する。右
は書き込みが多数ある「国際諜報団事件に関
する司法省発表」。

▲ �左はプレスリリースに用
意された「新聞記事掲載
要領」。トップ扱いにす
るな、４段組以下にせよ、
写真掲載は不可等と厳
しい規制を課している。

ク
ラ
ウ
ゼ
ン
ら
が
無
電
通
信
で
使

用
し
て
い
た
と
さ
れ
る
上
海
の
ア
ン

テ
ナ
設
備
図
と
、
日
本
で
の
検
挙

時
に
押
収
さ
れ
た
通
信
機
器
。

● 本集成の特色 ●

①

②④

③⑤

● 収録内容一覧

宮城與徳（1903-1943）

ゾルゲ事件史料１（「外諜事件」ファイルほか）
ゾルゲ事件史料１・２には、「ゾルゲ」と記された包紙や封筒に入った史料を中心に、
関連する文書を加えた。ゾルゲ事件史料１には「外諜事件」ファイルの文書を収録。

第１回配本（2019 年７月刊行予定）
第
1
巻

｢二､ 共産主義運動ノ状況｣ ● ―
外諜被疑者検挙準備ニ関スル件　 

大審院検事局日記秘三四二九号
●昭和 16 年 7 月 25 日

外諜被疑者検挙ニ関スル件　 
大審院検事局日記秘第六二三八号

●昭和 12 年 12 月６日

外諜被疑者検挙計画ニ関スル件　 
大審院検事局日記秘第六二〇〇号

●昭和 12 年 12 月５日

中央外諜事犯対策協議会設置理由並要綱案 ●昭和 16 年 8 月 26 日

外事関係非常措置ニ関スル件　警保局外発甲第九七号 ●昭和 16 年 11月 28 日
（昭和一六・一二・五大検印）

防諜ニ関スル非常措置要綱案送付ノ件 ｢通牒｣　 
憲三第一〇〇〇号

●昭和 16 年 11月 19 日
（昭和一六・一二・五大検印）

外諜被疑者検挙ニ関スル件　 
大審院検事局日記秘第六二三八号

●昭和 16 年 12 月 6 日

外諜被疑者検挙計画ニ関スル件　 
大審院検事局日記秘六二〇〇号

●昭和 16 年 12 月 5 日

外諜容疑者一斉検挙ニ関スル件　警保局外発甲第〔空欄〕号 ●昭和 16 年 12 月 6 日

ド・ゴール派ノ活動状況 ●昭和 16 年 11月 13 日

｢バルベ｣ ニ対スル軍機保護法違反事件証拠品（名簿）写 ● ―
外諜関係事件国籍別並各庁別検挙者表（昭和 17. １.20 現在） ●昭和 17 年 1月 20 日

逓信省ニ於テ傍受セルＡＣ系Ｘ U 系暗号無線通信文ノ解読
訳文（二）

●昭和 16 年 11月 25 日

大阪逓信局傍受暗号解読 ●昭和 17 年 2 月

外諜被疑者取調状況調査表 ● ―
昭和十六年十二月二十三日附 

国際共産党系外諜被疑事件取調状況報告の追加
● ―

ゾルゲ事件取調状況 ●昭和 17 年 1月 12 日

ゾルゲクラウゼン　使用ノ暗号解説 ● ―
ゾルゲ一派外諜事件捜査資料（無電関係） ●昭和 16 年 11月

第
２
巻

今次赤色国際諜報団ノ諜報活動ニ関スル技術的注意 ｢リヒア
ルド ･ ゾルゲ｣ ノ供述

●昭和 16 年 12 月

ゾルゲ宅ヨリ発見セルペン書英文情報訳文 ● ―
｢リヒアルド ･ ゾルゲ｣ ノ蒐集セル情報要旨（其一） ●昭和 17 年 1月

｢ゾルゲ｣ 調査書 ● 11月 20 日

クラウゼン宅英文ノ情報 ● ―
クラウゼン宅ヨリ発見セルペン書英文情報訳文 ● ―
マツクス ･ クラウゼン家宅捜索ノ結果発見シタル報告書訳文
（原文独文）

●昭和 16 年 11月 25 日

マツクス ･ クラウゼン家宅捜索ノ結果発見シタル発信原稿訳
文（原文英語）

● ―

マツクス ･ クラウゼン手記（訳文）其の一 ●昭和 17 年 1月

｢ブランコ ･ド ･ ヴーケリツチ｣ 手記訳文（一）｢私の共産主
義信奉の経過｣ ／ ｢ブランコ ･ド ･ ヴーケリッチ｣ 手記訳
文（二）｢ユーゴースーラヴィア｣ に於ける私の共産主義
運動の経験

●昭和 17 年 2 月

独逸雑誌 ｢ゲオ･ ポリティーク｣ 西暦一九三七年一月号所載
｢エル ･ エス｣ 筆 ｢日本ノ農村問題第一｣ と題する論説訳文

● ―

独逸雑誌 ｢ゲオ･ ポリティーク｣ 西暦一九三七年二月号所載
｢エル ･ エス｣ 筆 ｢日本ノ農村問題第二｣ と題する論説訳文

● ―

水野成諜報活動一覧表 ● ―
山名正實ノ宮城與徳ニ提報シタル情報内容及其ノ蒐集先調査 ●昭和 17 年 1月

（参考）本文ハ宮城與徳ノ所持品タル秋山幸治ノ英訳文ヨリ
訳出セリ本文ノ前半ハ英訳後上部ニ提出セリ

●昭和 16 年 10 月 27 日

独ソ開戦ト岐路ニ立ツ国内政治満鉄「時事資料月報」ノ一部
（満鉄首脳部ノミ配布ヲ受ケ居ルモノ）

● ―

宮城與徳ノ下部組織 ●昭和 16 年 11月
尾崎秀實ノ下部組織 ●昭和 16 年 11月
篠塚虎雄ノ尾崎秀實 ･ 宮城與徳ニ提報シタル軍事資料並情報

内容及其蒐集先調査
●昭和 17 年 1月

篠崎虎雄ノ犯罪事実

ゾルゲ事件周辺史料
Ⅲではコンミンテルン、中国共産党、また戦後の戦犯追放関連の資料を収録。
「ゾルゲ事件」をより広範に捉えるために必見の文書類。

第４回配本（2020 年７月刊行予定）
第
9
巻

｢コミンテルン｣ ノ青年層獲得政策ニ関スル件 
司法省刑事局秘第一五一九号

●昭和 13 年 9 月 5 日

海外ヨリ密送セラレタル左翼宣伝印刷物調 ●昭和 13 年 11月 19 日

日本共産党ノ ｢コミンテルン｣ ニ宛テタル一九三八年度上半
期報告ノ全訳及其ノ要旨写送付ノ件 

　司法省刑事局秘第二〇八九号

●昭和 13 年 12 月 3 日

第四国際極東代表部委員会ノ存在ト蘇連側ノ第四国際運動対
策ニ関スル件 司法省刑事局極秘第三〇号

●昭和 13 年 2 月 27 日

日本国ニ在ル ｢ソヴィエト｣ 社会主義共和国連邦通商代表部
ノ法律的地位ニ関スル我方対案／日本国「ソヴィエト」社
会主義共和国連邦間通商協定

● ―

中国共産党東京支部事件概要／中国共産党東京支部関係被起
訴者氏名等一覧表

●昭和 15 年 11月 20 日

三、一五・四、一六事件当時ニ於ケルコミンテルント我国共
産党トノ連絡概況

●昭和 16 年 2 月 21日

三、一五・四、一六事件当時ニ於ケルコミンテルント我国共
産党トノ連絡概況

●昭和 16 年 2 月 13 日

対蘇国交調整問題ト国内共産主義運動取締対策 ●昭和 15 年２月 14 日

中国人汪叔子等ニ対スル治安維持法並軍機保護法違反事件／
無国籍土人エリメイ外七名ニ対スル軍機保護法違反事件

● ―

〔左翼系研究会系統図〕 ● ―
質疑事項／参考事項 ● ―
日本共産主義者団関係検挙調 ● 9 月 13 日午前 10 時現在

日本共産主義者団第二次検挙予定表 ● ―
日本共産主義団ノ定義 ● ―
左翼運動情勢報告 ● ―
昭和十五年六月二十四日以降検挙ノ ｢党｣ 再建運動概況 

追加報告
● ―

日本国内に於ける共産運動の将来性 ● ―
｢コミンテルン｣ ト治安維持法トノ関係／ ｢コミンテルン｣ ノ

目的遂行罪ニ関スル起訴状ノ雛型並若干ノ資料及注意（東
京控訴院検事局思想部稿）

● ―

今春チタ市ニ於ケルコミンテルン極東会議ノ件 
日記思第二八七号

●昭和 15 年 3 月 22 日

第七時コミンテルン極東大会ニ於テ指示サレタ日本ニ対スル
テーゼ情野義秀手記

●昭和 16 年 10 月 20 日

共産主義運動ノ近状（昭和十六年十月） ●昭和 16 年 10 月

第五回訊問調書抜粋 被疑者 和田博雄 ● ―
「五条」実行協議和田博雄公訴事実 

（昭和十六年十二月三十一日求予審）
● 

在満日系共産主義運動ニ関スル件（第二報） ●昭和 16 年 11月 6 日

名古屋旧朝基関係者ノ治維法違反被疑事件 ● ―
量刑ト再犯ニ関スル資料 ● ―
満洲ニ於ケル共産運動ノ概況 ●昭和 16 年 4 月 5 日

〔在留外地人ノ民族独立運動ニ関スル通牒〕 ●昭和 17 年 4 月 10 日

第
10
巻

〔部内学習会資料、プログラム〕 ●昭和 17 年 3 月

一斉検挙ニ伴フ新聞記事掲載及無線電話放送差止ニ関スル件 ●昭和 17 年 6 月 18 日

思想研究資料特輯第九十二号 昭和十七年八月 ●昭和 17 年 8 月

〔共産主義取締り方針案につき意見〕 ● ―
｢在華日本人民反戦同盟｣ ノ活動ニ就テ ● ―

〔中国共産党の戦略と問題点断片〕 ● ―
中国共産党組織系統表 ●昭和 9 年 12 月 15 日

在満中国共産党隷下諸機関系統表 ●昭和 10 年 6 月

在満中国共産党及共産軍分布図 ●昭和 10 年 6 月

一､ 秘密結社 ｢読書会｣ ／二､ 秘密結社 ｢鉄血同盟｣ ／三､ 重
慶派中国国民党／四､ 在新京大学学生運動ノ外貌 資料十七

● ―

今次事件ノ取調ニツイテ ● 4 月 27 日

検挙前ヨリ現在迄ニ至ル取調ヘニ対スル心境ノ推移 ● ―
〔満鉄調査部事件関係者手記〕 ●〔昭和 17 ～ 18 年〕

第
10
巻

司法部職員及特高警察勤務経験ヲ有スル者中聯合国総司令部
発日本政府宛一月四日附覚書 ｢公務従事ニ適セザル者ノ公
職ヨリノ除去ニ関スル件｣ 附属書Ａ号Ｇ項ニ該当スル者ニ
関スル件（昭和二一、四､ 五閣議決定）

●〔昭和 21 年〕

Ｇ項該当者調査抜粋 ●〔昭和 21 年〕

Ｇ項該当者審査下調の要領 ●昭和 21 年 4 月 23 日

昭和二十一年一月四日附連合軍総司令部発日本政府宛覚書（公
務従事ニ適セザル者ノ公職ヨリノ除去ニ関スル件）附属書
Ｂ号調査表ノ作成ニ関スル件通牒 司法省人庶第二五八号

●昭和 21 年 4 月 18 日

※配列は原則として「太田耐造関係文書」請求番号順に、Ⅰ～Ⅲの内容構成に従って一部変更した。
※〔　〕は編集部にて補った。また　―― は年月日不詳のものである。

第３回配本（2020 年４月刊行予定）
第
6
巻

検事訊問調書（四月四日）被疑者 犬養健 ●〔昭和 17 年〕4 月 4 日

海江田久孝供述要旨 ●昭和 17 年 6 月 26 日

18. 大森吉五郎関係〔（イ）職業、（ロ）被疑事実〕 ● ―
西暦一九三〇年ヨリ一九三二年ニ至ル迄ノ支那ニ於ケル各種

ノ他ノ「グループ」
● ―

西園寺公一等ノ国防保安法違反並軍機保護法違反被疑事件取
調情況ニ関スル件 日記秘第〔空欄〕号

●昭和 17 年 3 月 23 日

西園寺公一ニ対スル国防保安法違反並軍機保護法違反被告 
事件

● ―

未検挙被疑者被疑事実調 ●昭和 17 年 6 月 26 日

ゾルゲ事件取調状況 ●昭和 17 年 5 月 28 日

中西功関係事件概要東京刑事地方裁判所検事局報告 ●昭和 17 年 7 月 1日

中西功関係事件資料東京刑事地方裁判所検事局報告 ●昭和 17 年 7 月 1日

中西功関係事件取調状況 昭和十七年七月九日 ●昭和 17 年 7 月 9 日

中西功関係事件取調状況 昭和十七年七月十三日 ●昭和 17 年 7 月 13 日

中西功関係事件取調状況 昭和十七年七月十五日 ●昭和 17 年 7 月 15 日

中西功等関係事件取調概況報告 昭和十七年七月十八日 ●昭和 17 年 7 月 18 日

中共関係事件取調状況 汪錦元 昭和十七年八月三日 ●昭和 17 年 8 月 3 日

中共関係事件取調状況 陳一峯ノ供述要旨 
昭和十七年八月三日

●昭和 17 年 8 月 3 日

中国共産党事件取調状況（陳一峯陳述要旨ノ二） 
（第二回八月四日）昭和十七年八月六日現在

●昭和 17 年 8 月 6 日

中共関係事件取調状況 李徳生 昭和十七年八月二日 ●昭和 17 年 8 月 2 日

中共関係者李徳生 取調状況（其ノ二）昭和十七年八月六日 ●昭和 17 年 8 月 6 日

昭和十七年四月二十日付 兵務局長宛軍事上ノ秘密照会ノ一部 ●〔昭和 17 年〕

軍事上ノ秘密ニ関スル件照会 昭和十七年六月十一日 ●昭和 17 年 6 月 11日

軍関係経済違反事件ニ関スル件 昭和十七年六月二十二日 ●昭和 17 年 6 月 22 日

満鉄東京支社ノ情報入手関係 ●昭和 17 年 6 月 26 日

訳文 ● ―
対米交渉ニ関スル件 昭和十七年二月二十日 ●昭和 17 年 2 月 20 日

勅許執奏方ノ件 ●昭和 17 年 4 月

「東京時事資料月報」 ● ―
ゾルゲ事件概要（一）（無電関係） ●昭和 17 年 1月

ゾルゲ事件概要 ●昭和 17 年 3 月
第
7
巻

ゾルゲ事件関係主要被告人公訴事実集 ●昭和 17 年 5 月

国際共産党対日諜報機関検挙申報 ●昭和 17 年 6 月 10 日

第
8
巻

所謂国際諜報団事件に関する上奏文案 ●昭和 17 年 5 月 11日

所謂国際諜報団事件に関する上奏案 ●昭和 17 年 5 月 9 日

国際諜報団事件に関する刑事局長談 ●昭和 17 年 5 月 7 日

国際諜報団事件に関する刑事局長談 ●昭和 17 年 5 月 9 日

国際諜報団事件に関する発表要綱（案） ●昭和 17 年 5 月 11日

国際諜報団事件に関する司法当局談 ●昭和 17 年 5 月 11日

国際諜報団事件に関する司法当局談〔６部アリ〕 ●昭和 17 年 5 月 12 日

国際諜報団事件に関する司法内務両当局談 ●〔昭和 17 年 5 月〕

国際諜報団事件に関する司法省発表〔５部アリ〕 ●昭和 17 年 5 月 12 日

大審院検事局意見／外務省非公式意見 ●昭和 17 年 5 月 12、13 日

新聞記事掲載要領 ●〔昭和 17 年〕

ゾルゲ事件史料２（「尋問調書綴」ほか）
２は多数の「尋問調書綴」に加えて、「上奏文案」「申報」などの総括的な文書も収録。

第２回配本（2019 年 11 月刊行予定）
第
3
巻

第二回被疑者訊問調書 被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 16 年 10 月 26 日〕
第三回被疑者訊問調書 被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 16 年 10 月 27 日〕
第四回被疑者訊問調書 被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 16 年 10 月 28 日〕
第五回被疑者訊問調書 被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 16 年 10 月 29 日〕
第六回被疑者訊問調書 被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 16 年 10 月 31日〕
尾崎秀實ノ供述要旨 ●昭和 16 年 10 月 17 日
尾崎秀實供述要旨（其ノ三） 
――客観情勢ニ対スル認識所見――

●昭和 16 年 12 月 3 日

尾崎秀實供述要旨（其ノ四） 
――支那事変処理問題ニ就テ――

●〔昭和 16 年〕
　12 月 22、27 日

ゾルゲ事件（川合､ 水野､ 西園寺､ 宮城､ 田中） ●〔昭和 17 年〕
第二回被疑者訊問調書 被疑者 川合貞吉 ●〔昭和 16 年 10 月 28 日〕
第三回被疑者訊問調書 被疑者 川合貞吉 ●〔昭和 16 年 11月 7 日〕
第四回被疑者訊問調書 被疑者 川合貞吉 ●〔昭和 16 年 11月 9 日〕
第五回被疑者訊問調書 被疑者 川合貞吉 ●〔昭和 16 年 11月 10 日〕
第二回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 10 月 27 日〕
第二回被疑者訊問調書 被疑者 宮城與徳 ●〔昭和 16 年 10 月 26 日〕
第三回被疑者訊問調書 被疑者 宮城與徳 ●〔昭和 16 年 10 月 27 日〕
訊問調書 水野茂 ●〔昭和 16 年 10 月 17 日〕
第二回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 10 月 27 日〕
第三回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 12 月 12 日〕
第四回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 12 月 16 日〕
第五回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 12 月 17 日〕
第六回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 12 月 18 日〕
第七回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 17 年 1月 13 日〕

第
4
巻

検事訊問調書（三月十六日附）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 16 日
検事訊問調書（三月二十八日附）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 28 日
検事訊問調書（三月三十日附）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 30 日
検事訊問調書（三月三十一日）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 31日
第二回被疑者訊問調書 被疑者 宮城與徳 ●〔昭和 16 年 10 月 26 日〕
第三回被疑者訊問調書 被疑者 宮城與徳 ●〔昭和 16 年 10 月 27 日〕
第二回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 10 月 27 日〕
訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 16 年 10 月 29 日〕
第二回被疑者訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 17 年 2 月 5 日〕
第三回被疑者訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 17 年 2 月 7 日〕
第四回被疑者訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 17 年 2 月 9 日〕
第五回被疑者訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 17 年 2 月 12 日〕
第六回被疑者訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 17 年 2 月 14 日〕
第七回被疑者訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 17 年 2 月 16 日〕
検事訊問調書（四月四日）被疑者 犬養健 ●〔昭和 17 年〕4 月 4 日
検事訊問調書（三月十六日附）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 16 日
検事訊問調書（三月二十八日附）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 28 日
検事訊問調書（三月三十日附）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 30 日
検事訊問調書（四月四日）被疑者 犬養健 ●〔昭和 17 年〕4 月 4 日
第二回訊問調書（四月十日）被疑者 犬養健 ●〔昭和 17 年〕4 月 10 日
第三回訊問調書（四月二十一日）被疑者 犬養健 ●〔昭和 17 年〕4 月 21日

第
5
巻

検事訊問調書（三月五日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕3 月 5 日
検事訊問調書（三月七日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕3 月 7 日
検事訊問調書（三月八日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕3 月 8 日
検事訊問調書（三月十日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕3 月 10 日
検事訊問調書（三月十二日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕3 月 12 日
検事訊問調書（三月二十四日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕3 月 24 日
検事訊問調書（四月一日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕4 月 1日
検事訊問調書（四月十四日附）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕4 月 14 日

Ⅰ Ⅱ Ⅲ
─「検事訊問調書（４月14日附）被疑者 尾崎秀實」より

まで ほとん まっしぐら

尾崎秀實（1901-1944）
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１
．「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
に
関
す
る
、は
じ
め
て
の
第
一
次
史
料
公
刊
！

　
　

二
〇
一
七
年
に
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
で
は
じ
め
て
公
開
さ
れ
た
「
太
田

耐
造
関
係
文
書
」
か
ら
、「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
に
関
係
す
る
史
料
を
厳
選
。
基

礎
資
料
と
さ
れ
て
き
た
『
現
代
史
資
料
ゾ
ル
ゲ
事
件
』
全
四
巻
（
み
す
ず

書
房
）
の
原
史
料
、
さ
ら
に
そ
れ
以
上
の
未
収
録
文
書
を
多
数
収
録
。

２
．「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
に
焦
点
を
絞
り
、そ
の
周
辺
史
料
も
収
録
！

　
　

本
集
成
は
、
Ⅰ
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
史
料
１
」〔
第
１
・
２
巻
〕、
Ⅱ
「
ゾ
ル
ゲ

事
件
史
料
２
」〔
第
３

－

８
巻
〕、
Ⅲ
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
周
辺
史
料
」〔
第
９
・

10
巻
〕
よ
り
構
成
。
Ⅰ
、
Ⅱ
に
は
、「
ゾ
ル
ゲ
」
と
記
し
て
ま
と
め
れ
た
包

紙
・
封
筒
の
文
書
を
中
心
に
「
外
諜
事
件
」
綴
や
訊
問
調
書
を
収
録
。

　
　

Ⅲ
に
は
、
直
接
・
間
接
に
事
件
と
関
わ
る
史
料
群
を
収
録
し
、
太
田
文
書

の
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
関
す
る
重
要
史
料
約
１
８
０
点
を
精
選
。

３
．
史
料
の
位
置
づ
け
を
俯
瞰
す
る
充
実
の
編
者
解
説
を
附
す

　
　

こ
れ
ま
で
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に
お
け
る
太
田
耐
造
関
係
文
書
の
位
置
づ

け
、
そ
の
意
義
と
可
能
性
を
論
ず
る
編
者
・
加
藤
哲
郎
に
よ
る
解
説
を
附

す
。
本
解
説
に
よ
っ
て
、『
現
代
史
資
料
』
と
の
異
同
対
照
も
可
能
に
。

司
法
に
お
け
る
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
全
体
と
し
て
把
握
す
る
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
史
料
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う

─

●
太
田
耐
造
と
は
…
…

太
田
耐
造（
1
9
0
3
－
1
9
5
6
）は

東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
帝
国
大
学
法
学

部
卒
業
の
後
、
東
京
、
沼
津
等
の
検
事

を
経
て
、
一
九
三
九
年
一
月
よ
り
司
法

省
刑
事
局
第
六
課
長
に
。
四
一
年
の
治

安
維
持
法
の
改
正
に
も
、
太
田
は
思
想

検
事
と
し
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た

し
、
国
家
主
義
的
な
当
時
の
司
法
行
政

に
お
い
て
、
原
理
的
背
景
と
し
て
の

「
日
本
法
理
」
の
確
立
を
め
ざ
し
た
。
太

田
が
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
関
与
し
た
時
期

は
、
同
課
長
就
任
か
ら
四
二
年
、
満
洲

国
司
法
部
刑
事
司
法
室
に
転
属
す
る
ま

で
の
数
年
間
の
み
で
あ
る
。
敗
戦
後
、

公
職
追
放
と
な
り
弁
護
士
と
な
る
が
、

五
六
年
三
月
に
は
心
臓
発
作
で
急
逝
、

五
三
歳
だ
っ
た
。
精
力
的
に
仕
事
に
取

り
組
む
行
動
力
に
富
ん
だ
人
物
だ
っ
た

と
い
う
。

『
ゾ
ル
ゲ
を
中
心
と
す
る
国
際
諜
報

団
事
件
』
と
は
…

本
集
成
に
は
、
検
察
に
よ
る
ゾ
ル
ゲ
事

件
の
総
括
と
も
い
え
る
「
国
際
共
産
党

対
日
諜
報
機
関
検
挙
申
報
」（
一
九
四

二
年
六
月
、
③
）
を
、
そ
の
前
身
で
あ

る
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
概
要
」（
同
年
三
月
、

①
）、「
ゾ
ル
ゲ
事
件
関
係
主
要
被
告
人

控
訴
事
実
集
」（
同
年
五
月
、
②
）
と

併
せ
て
収
録
。
こ
れ
ら
は
天
皇
へ
の
上

奏
と
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
同
年
五
月
）

を
ひ
と
つ
の
到
達
点
と
し
、「
ゾ
ル
ゲ

事
件
」
の
概
要
を
ま
と
め
た
史
料
群
で

あ
る
。
本
史
料
は
同
年
の
内
務
省
警
保

局
編
『
昭
和
十
七
年
中
に
於
け
る
外
事

警
察
概
況
』（
④
）
中
に
「
ゾ
ル
ゲ
を

中
心
と・

せ・

る・

国
際
諜
報
団
事
件
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
、
さ
ら
に
戦
後
は
『
ゾ
ル

ゲ
を
中
心
と・

す・

る・

国
際
諜
報
団
事
件
』

外
事
警
察
資
料
第
三
巻
第
五
号
（
⑤
）

と
し
て
部
外
秘
で
配
布
さ
れ
た
。『
現

代
史
資
料
』
第
一
巻
冒
頭
に
も
収
録
さ

れ
た
、
現
在
の
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
を
形

づ
く
る
重
要
資
料
で
あ
る
。

今日に到る迄の私は殆どかえり見もせず驀地に一筋の道を
駆け来ったようなものでありました

▲ �特筆すべき新史料「所謂国際諜報団事件に関
する上奏文案」。昭和17年５月13日午前11時30
分、昭和天皇は尾崎及びゾルゲらの機密漏洩
事件の奏上を受けた。同16日、司法省は国際
諜報団事件としてゾルゲ事件を発表する。右
は書き込みが多数ある「国際諜報団事件に関
する司法省発表」。

▲ �左はプレスリリースに用
意された「新聞記事掲載
要領」。トップ扱いにす
るな、４段組以下にせよ、
写真掲載は不可等と厳
しい規制を課している。

ク
ラ
ウ
ゼ
ン
ら
が
無
電
通
信
で
使

用
し
て
い
た
と
さ
れ
る
上
海
の
ア
ン

テ
ナ
設
備
図
と
、
日
本
で
の
検
挙

時
に
押
収
さ
れ
た
通
信
機
器
。

● 本集成の特色 ●

①

②④

③⑤

● 収録内容一覧

宮城與徳（1903-1943）

ゾルゲ事件史料１（「外諜事件」ファイルほか）
ゾルゲ事件史料１・２には、「ゾルゲ」と記された包紙や封筒に入った史料を中心に、
関連する文書を加えた。ゾルゲ事件史料１には「外諜事件」ファイルの文書を収録。

第１回配本（2019 年７月刊行予定）
第
1
巻

｢二､ 共産主義運動ノ状況｣ ● ―
外諜被疑者検挙準備ニ関スル件

大審院検事局日記秘三四二九号
●昭和 16 年 7 月 25 日

外諜被疑者検挙ニ関スル件
大審院検事局日記秘第六二三八号

●昭和 12 年 12 月６日

外諜被疑者検挙計画ニ関スル件
大審院検事局日記秘第六二〇〇号

●昭和 12 年 12 月５日

中央外諜事犯対策協議会設置理由並要綱案 ●昭和 16 年 8 月 26 日

外事関係非常措置ニ関スル件 警保局外発甲第九七号 ●昭和 16 年 11月 28 日
（昭和一六・一二・五大検印）

防諜ニ関スル非常措置要綱案送付ノ件 ｢通牒｣
憲三第一〇〇〇号

●昭和 16 年 11月 19 日
（昭和一六・一二・五大検印）

外諜被疑者検挙ニ関スル件
大審院検事局日記秘第六二三八号

●昭和 16 年 12 月 6 日

外諜被疑者検挙計画ニ関スル件
大審院検事局日記秘六二〇〇号

●昭和 16 年 12 月 5 日

外諜容疑者一斉検挙ニ関スル件 警保局外発甲第〔空欄〕号 ●昭和 16 年 12 月 6 日

ド・ゴール派ノ活動状況 ●昭和 16 年 11月 13 日

｢バルベ｣ ニ対スル軍機保護法違反事件証拠品（名簿）写 ● ―
外諜関係事件国籍別並各庁別検挙者表（昭和 17. １.20 現在） ●昭和 17 年 1月 20 日

逓信省ニ於テ傍受セルＡＣ系Ｘ U 系暗号無線通信文ノ解読
訳文（二）

●昭和 16 年 11月 25 日

大阪逓信局傍受暗号解読 ●昭和 17 年 2 月

外諜被疑者取調状況調査表 ● ―
昭和十六年十二月二十三日附

国際共産党系外諜被疑事件取調状況報告の追加
● ―

ゾルゲ事件取調状況 ●昭和 17 年 1月 12 日

ゾルゲクラウゼン 使用ノ暗号解説 ● ―
ゾルゲ一派外諜事件捜査資料（無電関係） ●昭和 16 年 11月

第
２
巻

今次赤色国際諜報団ノ諜報活動ニ関スル技術的注意 ｢リヒア
ルド ･ ゾルゲ｣ ノ供述

●昭和 16 年 12 月

ゾルゲ宅ヨリ発見セルペン書英文情報訳文 ● ―
｢リヒアルド ･ ゾルゲ｣ ノ蒐集セル情報要旨（其一） ●昭和 17 年 1月

｢ゾルゲ｣ 調査書 ● 11月 20 日

クラウゼン宅英文ノ情報 ● ―
クラウゼン宅ヨリ発見セルペン書英文情報訳文 ● ―
マツクス ･ クラウゼン家宅捜索ノ結果発見シタル報告書訳文
（原文独文）

●昭和 16 年 11月 25 日

マツクス ･ クラウゼン家宅捜索ノ結果発見シタル発信原稿訳
文（原文英語）

● ―

マツクス ･ クラウゼン手記（訳文）其の一 ●昭和 17 年 1月

｢ブランコ ･ド ･ ヴーケリツチ｣ 手記訳文（一）｢私の共産主
義信奉の経過｣ ／ ｢ブランコ ･ド ･ ヴーケリッチ｣ 手記訳
文（二）｢ユーゴースーラヴィア｣ に於ける私の共産主義
運動の経験

●昭和 17 年 2 月

独逸雑誌 ｢ゲオ･ ポリティーク｣ 西暦一九三七年一月号所載
｢エル ･ エス｣ 筆 ｢日本ノ農村問題第一｣ と題する論説訳文

● ―

独逸雑誌 ｢ゲオ･ ポリティーク｣ 西暦一九三七年二月号所載
｢エル ･ エス｣ 筆 ｢日本ノ農村問題第二｣ と題する論説訳文

● ―

水野成諜報活動一覧表 ● ―
山名正實ノ宮城與徳ニ提報シタル情報内容及其ノ蒐集先調査 ●昭和 17 年 1月

（参考）本文ハ宮城與徳ノ所持品タル秋山幸治ノ英訳文ヨリ
訳出セリ本文ノ前半ハ英訳後上部ニ提出セリ

●昭和 16 年 10 月 27 日

独ソ開戦ト岐路ニ立ツ国内政治満鉄「時事資料月報」ノ一部
（満鉄首脳部ノミ配布ヲ受ケ居ルモノ）

● ―

宮城與徳ノ下部組織 ●昭和 16 年 11月
尾崎秀實ノ下部組織 ●昭和 16 年 11月
篠塚虎雄ノ尾崎秀實 ･ 宮城與徳ニ提報シタル軍事資料並情報

内容及其蒐集先調査
●昭和 17 年 1月

篠崎虎雄ノ犯罪事実

ゾルゲ事件周辺史料
Ⅲではコンミンテルン、中国共産党、また戦後の戦犯追放関連の資料を収録。
「ゾルゲ事件」をより広範に捉えるために必見の文書類。

第４回配本（2020 年７月刊行予定）
第
9
巻

｢コミンテルン｣ ノ青年層獲得政策ニ関スル件 
司法省刑事局秘第一五一九号

●昭和 13 年 9 月 5 日

海外ヨリ密送セラレタル左翼宣伝印刷物調 ●昭和 13 年 11月 19 日

日本共産党ノ ｢コミンテルン｣ ニ宛テタル一九三八年度上半
期報告ノ全訳及其ノ要旨写送付ノ件 
司法省刑事局秘第二〇八九号

●昭和 13 年 12 月 3 日

第四国際極東代表部委員会ノ存在ト蘇連側ノ第四国際運動対
策ニ関スル件 司法省刑事局極秘第三〇号

●昭和 13 年 2 月 27 日

日本国ニ在ル ｢ソヴィエト｣ 社会主義共和国連邦通商代表部
ノ法律的地位ニ関スル我方対案／日本国「ソヴィエト」社
会主義共和国連邦間通商協定

● ―

中国共産党東京支部事件概要／中国共産党東京支部関係被起
訴者氏名等一覧表

●昭和 15 年 11月 20 日

三、一五・四、一六事件当時ニ於ケルコミンテルント我国共
産党トノ連絡概況

●昭和 16 年 2 月 21日

三、一五・四、一六事件当時ニ於ケルコミンテルント我国共
産党トノ連絡概況

●昭和 16 年 2 月 13 日

対蘇国交調整問題ト国内共産主義運動取締対策 ●昭和 15 年２月 14 日

中国人汪叔子等ニ対スル治安維持法並軍機保護法違反事件／
無国籍土人エリメイ外七名ニ対スル軍機保護法違反事件

● ―

〔左翼系研究会系統図〕 ● ―
質疑事項／参考事項 ● ―
日本共産主義者団関係検挙調 ● 9 月 13 日午前 10 時現在

日本共産主義者団第二次検挙予定表 ● ―
日本共産主義団ノ定義 ● ―
左翼運動情勢報告 ● ―
昭和十五年六月二十四日以降検挙ノ ｢党｣ 再建運動概況 

追加報告
● ―

日本国内に於ける共産運動の将来性 ● ―
｢コミンテルン｣ ト治安維持法トノ関係／ ｢コミンテルン｣ ノ

目的遂行罪ニ関スル起訴状ノ雛型並若干ノ資料及注意（東
京控訴院検事局思想部稿）

● ―

今春チタ市ニ於ケルコミンテルン極東会議ノ件 
日記思第二八七号

●昭和 15 年 3 月 22 日

第七時コミンテルン極東大会ニ於テ指示サレタ日本ニ対スル
テーゼ情野義秀手記

●昭和 16 年 10 月 20 日

共産主義運動ノ近状（昭和十六年十月） ●昭和 16 年 10 月

第五回訊問調書抜粋 被疑者 和田博雄 ● ―
「五条」実行協議和田博雄公訴事実 

（昭和十六年十二月三十一日求予審）
● 

在満日系共産主義運動ニ関スル件（第二報） ●昭和 16 年 11月 6 日

名古屋旧朝基関係者ノ治維法違反被疑事件 ● ―
量刑ト再犯ニ関スル資料 ● ―
満洲ニ於ケル共産運動ノ概況 ●昭和 16 年 4 月 5 日

〔在留外地人ノ民族独立運動ニ関スル通牒〕 ●昭和 17 年 4 月 10 日

第
10
巻

〔部内学習会資料、プログラム〕 ●昭和 17 年 3 月

一斉検挙ニ伴フ新聞記事掲載及無線電話放送差止ニ関スル件 ●昭和 17 年 6 月 18 日

思想研究資料特輯第九十二号 昭和十七年八月 ●昭和 17 年 8 月

〔共産主義取締り方針案につき意見〕 ● ―
｢在華日本人民反戦同盟｣ ノ活動ニ就テ ● ―

〔中国共産党の戦略と問題点断片〕 ● ―
中国共産党組織系統表 ●昭和 9 年 12 月 15 日

在満中国共産党隷下諸機関系統表 ●昭和 10 年 6 月

在満中国共産党及共産軍分布図 ●昭和 10 年 6 月

一､ 秘密結社 ｢読書会｣ ／二､ 秘密結社 ｢鉄血同盟｣ ／三､ 重
慶派中国国民党／四､ 在新京大学学生運動ノ外貌 資料十七

● ―

今次事件ノ取調ニツイテ ● 4 月 27 日

検挙前ヨリ現在迄ニ至ル取調ヘニ対スル心境ノ推移 ● ―
〔満鉄調査部事件関係者手記〕 ●〔昭和 17 ～ 18 年〕

第
10
巻

司法部職員及特高警察勤務経験ヲ有スル者中聯合国総司令部
発日本政府宛一月四日附覚書 ｢公務従事ニ適セザル者ノ公
職ヨリノ除去ニ関スル件｣ 附属書Ａ号Ｇ項ニ該当スル者ニ
関スル件（昭和二一、四､ 五閣議決定）

●〔昭和 21 年〕

Ｇ項該当者調査抜粋 ●〔昭和 21 年〕

Ｇ項該当者審査下調の要領 ●昭和 21 年 4 月 23 日

昭和二十一年一月四日附連合軍総司令部発日本政府宛覚書（公
務従事ニ適セザル者ノ公職ヨリノ除去ニ関スル件）附属書
Ｂ号調査表ノ作成ニ関スル件通牒 司法省人庶第二五八号

●昭和 21 年 4 月 18 日

※配列は原則として「太田耐造関係文書」請求番号順に、Ⅰ～Ⅲの内容構成に従って一部変更した。
※〔　〕は編集部にて補った。また　―― は年月日不詳のものである。

第３回配本（2020 年４月刊行予定）
第
6
巻

検事訊問調書（四月四日）被疑者 犬養健 ●〔昭和 17 年〕4 月 4 日

海江田久孝供述要旨 ●昭和 17 年 6 月 26 日

18. 大森吉五郎関係〔（イ）職業、（ロ）被疑事実〕 ● ―
西暦一九三〇年ヨリ一九三二年ニ至ル迄ノ支那ニ於ケル各種

ノ他ノ「グループ」
● ―

西園寺公一等ノ国防保安法違反並軍機保護法違反被疑事件取
調情況ニ関スル件 日記秘第〔空欄〕号

●昭和 17 年 3 月 23 日

西園寺公一ニ対スル国防保安法違反並軍機保護法違反被告
事件

● ―

未検挙被疑者被疑事実調 ●昭和 17 年 6 月 26 日

ゾルゲ事件取調状況 ●昭和 17 年 5 月 28 日

中西功関係事件概要東京刑事地方裁判所検事局報告 ●昭和 17 年 7 月 1日

中西功関係事件資料東京刑事地方裁判所検事局報告 ●昭和 17 年 7 月 1日

中西功関係事件取調状況 昭和十七年七月九日 ●昭和 17 年 7 月 9 日

中西功関係事件取調状況 昭和十七年七月十三日 ●昭和 17 年 7 月 13 日

中西功関係事件取調状況 昭和十七年七月十五日 ●昭和 17 年 7 月 15 日

中西功等関係事件取調概況報告 昭和十七年七月十八日 ●昭和 17 年 7 月 18 日

中共関係事件取調状況 汪錦元 昭和十七年八月三日 ●昭和 17 年 8 月 3 日

中共関係事件取調状況 陳一峯ノ供述要旨
昭和十七年八月三日

●昭和 17 年 8 月 3 日

中国共産党事件取調状況（陳一峯陳述要旨ノ二）
（第二回八月四日）昭和十七年八月六日現在

●昭和 17 年 8 月 6 日

中共関係事件取調状況 李徳生 昭和十七年八月二日 ●昭和 17 年 8 月 2 日

中共関係者李徳生 取調状況（其ノ二）昭和十七年八月六日 ●昭和 17 年 8 月 6 日

昭和十七年四月二十日付 兵務局長宛軍事上ノ秘密照会ノ一部 ●〔昭和 17 年〕

軍事上ノ秘密ニ関スル件照会 昭和十七年六月十一日 ●昭和 17 年 6 月 11日

軍関係経済違反事件ニ関スル件 昭和十七年六月二十二日 ●昭和 17 年 6 月 22 日

満鉄東京支社ノ情報入手関係 ●昭和 17 年 6 月 26 日

訳文 ● ―
対米交渉ニ関スル件 昭和十七年二月二十日 ●昭和 17 年 2 月 20 日

勅許執奏方ノ件 ●昭和 17 年 4 月

「東京時事資料月報」 ● ―
ゾルゲ事件概要（一）（無電関係） ●昭和 17 年 1月

ゾルゲ事件概要 ●昭和 17 年 3 月
第
7
巻

ゾルゲ事件関係主要被告人公訴事実集 ●昭和 17 年 5 月

国際共産党対日諜報機関検挙申報 ●昭和 17 年 6 月 10 日

第
8
巻

所謂国際諜報団事件に関する上奏文案 ●昭和 17 年 5 月 11日

所謂国際諜報団事件に関する上奏案 ●昭和 17 年 5 月 9 日

国際諜報団事件に関する刑事局長談 ●昭和 17 年 5 月 7 日

国際諜報団事件に関する刑事局長談 ●昭和 17 年 5 月 9 日

国際諜報団事件に関する発表要綱（案） ●昭和 17 年 5 月 11日

国際諜報団事件に関する司法当局談 ●昭和 17 年 5 月 11日

国際諜報団事件に関する司法当局談〔６部アリ〕 ●昭和 17 年 5 月 12 日

国際諜報団事件に関する司法内務両当局談 ●〔昭和 17 年 5 月〕

国際諜報団事件に関する司法省発表〔５部アリ〕 ●昭和 17 年 5 月 12 日

大審院検事局意見／外務省非公式意見 ●昭和 17 年 5 月 12、13 日

新聞記事掲載要領 ●〔昭和 17 年〕

ゾルゲ事件史料２（「尋問調書綴」ほか）
２は多数の「尋問調書綴」に加えて、「上奏文案」「申報」などの総括的な文書も収録。

第２回配本（2019 年 11 月刊行予定）
第
3
巻

第二回被疑者訊問調書 被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 16 年 10 月 26 日〕
第三回被疑者訊問調書 被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 16 年 10 月 27 日〕
第四回被疑者訊問調書 被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 16 年 10 月 28 日〕
第五回被疑者訊問調書 被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 16 年 10 月 29 日〕
第六回被疑者訊問調書 被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 16 年 10 月 31日〕
尾崎秀實ノ供述要旨 ●昭和 16 年 10 月 17 日
尾崎秀實供述要旨（其ノ三）
――客観情勢ニ対スル認識所見――

●昭和 16 年 12 月 3 日

尾崎秀實供述要旨（其ノ四）
――支那事変処理問題ニ就テ――

●〔昭和 16 年〕
　12 月 22、27 日

ゾルゲ事件（川合､ 水野､ 西園寺､ 宮城､ 田中） ●〔昭和 17 年〕
第二回被疑者訊問調書 被疑者 川合貞吉 ●〔昭和 16 年 10 月 28 日〕
第三回被疑者訊問調書 被疑者 川合貞吉 ●〔昭和 16 年 11月 7 日〕
第四回被疑者訊問調書 被疑者 川合貞吉 ●〔昭和 16 年 11月 9 日〕
第五回被疑者訊問調書 被疑者 川合貞吉 ●〔昭和 16 年 11月 10 日〕
第二回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 10 月 27 日〕
第二回被疑者訊問調書 被疑者 宮城與徳 ●〔昭和 16 年 10 月 26 日〕
第三回被疑者訊問調書 被疑者 宮城與徳 ●〔昭和 16 年 10 月 27 日〕
訊問調書 水野茂 ●〔昭和 16 年 10 月 17 日〕
第二回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 10 月 27 日〕
第三回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 12 月 12 日〕
第四回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 12 月 16 日〕
第五回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 12 月 17 日〕
第六回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 12 月 18 日〕
第七回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 17 年 1月 13 日〕

第
4
巻

検事訊問調書（三月十六日附）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 16 日
検事訊問調書（三月二十八日附）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 28 日
検事訊問調書（三月三十日附）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 30 日
検事訊問調書（三月三十一日）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 31日
第二回被疑者訊問調書 被疑者 宮城與徳 ●〔昭和 16 年 10 月 26 日〕
第三回被疑者訊問調書 被疑者 宮城與徳 ●〔昭和 16 年 10 月 27 日〕
第二回被疑者訊問調書 被疑者 水野茂 ●〔昭和 16 年 10 月 27 日〕
訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 16 年 10 月 29 日〕
第二回被疑者訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 17 年 2 月 5 日〕
第三回被疑者訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 17 年 2 月 7 日〕
第四回被疑者訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 17 年 2 月 9 日〕
第五回被疑者訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 17 年 2 月 12 日〕
第六回被疑者訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 17 年 2 月 14 日〕
第七回被疑者訊問調書 被疑者 田口右源太 ●〔昭和 17 年 2 月 16 日〕
検事訊問調書（四月四日）被疑者 犬養健 ●〔昭和 17 年〕4 月 4 日
検事訊問調書（三月十六日附）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 16 日
検事訊問調書（三月二十八日附）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 28 日
検事訊問調書（三月三十日附）被疑者 西園寺公一 ●〔昭和 17 年〕3 月 30 日
検事訊問調書（四月四日）被疑者 犬養健 ●〔昭和 17 年〕4 月 4 日
第二回訊問調書（四月十日）被疑者 犬養健 ●〔昭和 17 年〕4 月 10 日
第三回訊問調書（四月二十一日）被疑者 犬養健 ●〔昭和 17 年〕4 月 21日

第
5
巻

検事訊問調書（三月五日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕3 月 5 日
検事訊問調書（三月七日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕3 月 7 日
検事訊問調書（三月八日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕3 月 8 日
検事訊問調書（三月十日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕3 月 10 日
検事訊問調書（三月十二日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕3 月 12 日
検事訊問調書（三月二十四日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕3 月 24 日
検事訊問調書（四月一日）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕4 月 1日
検事訊問調書（四月十四日附）被疑者 尾崎秀實 ●〔昭和 17 年〕4 月 14 日

Ⅰ Ⅱ Ⅲ
─「検事訊問調書（４月14日附）被疑者 尾崎秀實」より

まで ほとん まっしぐら

尾崎秀實（1901-1944）
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体　裁―――― B ５判・上製・総約 3600 頁
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史料集成伊藤 隆
荻野富士夫推 薦

不二出版不二出版

ゾ
ル
ゲ
事
件
史
料
集
成

［
編
集
復
刻
版
］
●
太
田
耐
造
関
係
文
書
●

全
４
回
配
本
・
全
10
巻

編
集
・
解
説
●

加
藤
哲
郎
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

史
料
協
力
―
―　
国
立
国
会
図
書
館

推　
薦
―
―
―　
伊
藤
隆
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

　

荻
野
富
士
夫
（
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
）

揃
定
価
―
―
―　
揃
本
体
２
５
０
、
０
０
０
円
＋
税

体　
裁
―
―
―　
B
５
判
・
上
製
・
総
約
3
、
6
0
0
頁
〔
各
巻
約
3
6
0
頁
〕

お
薦
め
先
―
―　
近
現
代
史
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、
法
制
史
、
国
際
関
係
、

メ
デ
ィ
ア
史
等
の
研
究
者
。
大
学
・
専
門
図
書
館
。

※
収
録
内
容
、
刊
行
時
期
等
は
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

「
解
説
」
は
第
１
巻
に
収
録
予
定
。

編
集
に
あ
た
っ
て

加
藤
哲
郎

本
史
料
集
成
は
、
二
〇
一
七
年
に
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
で
公
開
さ
れ
た
「
太
田

耐
造
関
係
文
書
」
の
な
か
の
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
直
接
・
間
接
に
関
わ
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
第

一
次
史
料
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
憲
政
資
料
室
の
「
太
田
耐
造
関
係
文
書
目
録
」（
二
〇
一
七
年
一
月
）

を
も
と
に
、「
司
法
書
記
官
、
刑
事
局
第
六
課
長
（
昭
和
一
四
年
一
月
～
一
七
年
七
月
）」
時
代

中
の
「
３
・
４
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
と
分
類
さ
れ
た
文
書
（
請
求
番
号
１
７
０
－
２
１
５
）
を
中
心

に
、
同
事
件
と
多
少
と
も
関
連
す
る
外
国
諜
報
・
海
外
共
産
主
義
情
報
、
日
本
共
産
党
再
建

運
動
、
企
画
院
事
件
、
満
洲
合
作
社
事
件
、
中
共
諜
報
団
事
件
な
ど
の
執
務
・
取
調
・
裁
判

関
係
史
料
を
も
「
関
連
史
料
」「
周
辺
史
料
」
と
し
て
収
録
し
た
。

「
太
田
耐
造
関
係
文
書
」
の
全
体
は
、
神
兵
隊
事
件
な
ど
右
翼
・
国
家
主
義
史
料
や
治
安

維
持
法
・
言
論
統
制
検
閲
史
料
な
ど
を
含
む
膨
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
関
す

る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
上
の
第
一
次
史
料
と
さ
れ
て
き
た
『
現
代
史
資
料

ゾ
ル
ゲ
事

件
』
全
四
巻
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
四
―
七
一
年
）
に
未
収
録
の
新
史
料
を
多
数
含
む
、
当

時
の
権
力
最
奥
で
の
捜
査
記
録
で
あ
る
。『
現
代
史
資
料
』
は
、
も
と
も
と
戦
後
に
警
察
庁

が
収
集
し
た
旧
内
務
省
活
字
史
料
・
裁
判
史
料
の
集
大
成
で
あ
っ
た
が
、「
太
田
耐
造
文
書
」

は
、
手
書
き
や
タ
イ
プ
印
刷
の
、
文
字
通
り
の
第
一
次
史
料
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
新
史
料
は
、「
昭
和
天
皇
へ
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
上
奏
文
」
で
あ
る
。『
昭
和
天
皇

実
録

第
八
』（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
六
年
）
の
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
五
月
一
三
日
に
、

「
午
前
一
一
時
三
〇
分
、
御
学
問
所
に
お
い
て
司
法
大
臣
岩
村
通
世
に
謁
を
賜
い
、
尾
崎
秀

実
及
び
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ゾ
ル
ゲ
等
の
機
密
漏
洩
事
件
告
発
に
つ
き
奏
上
を
受
け
ら
れ
る
。
な

お
一
六
日
、
司
法
省
は
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
国
際
諜
報
団
事
件
と
し
て
発
表
す
る
」
と
あ
る
が
、

そ
の
「
我
が
国
情
に
関
す
る
秘
密
事
項
」
の
具
体
的
内
容
が
、「
太
田
耐
造
関
係
文
書
」
に

上
奏
文
案
と
し
て
綴
じ
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
五
月
一
七
日
の
各
紙
が
報
じ
た
「
司
法
省

発
表
」
と
比
較
す
る
と
、
当
時
の
国
家
権
力
内
部
で
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
を
小
さ
く
扱
い
、
戦
時

体
制
へ
の
打
撃
を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
の
新
聞
発
表

文
を
内
務
省
・
外
務
省
・
大
審
院
と
も
調
整
し
て
逐
語
的
に
検
閲
し
、「
新
聞
記
事
掲
載
要

項
」
で
報
道
統
制
し
た
経
緯
も
明
ら
か
に
な
る
。

国立国会図書館所蔵　太田耐造関係文書
ゾルゲ事件

▼

「ゾルゲ事件」報告の原型と
なった『国際共産党対日諜報
機関検挙申報』表紙。

▼下は「尾崎秀実供述要旨（其
ノ三）客観情勢ニ対スル認識
所見」冒頭部分。今回発見の
新史料のひとつ。

▲ 最重要文書ともいえる、天皇への上奏文（「所
謂国際諜報団事件に関する上奏文案」第８巻収
録）末尾にクリップで留められていたゾルゲの
写真。
▼ 満洲国司法部赴任直後（1942 年 10 月）
の太田耐造（『太田耐造追想録』より）。

▲中央にゾルゲ顔写真を配し
た口絵からも、すでに「ゾ
ルゲを中心とした｣ 事件と
しての方向性がうかがえる

（「国際共産党対日諜報機関
検挙申報」、第７巻収録）。

国
家
を
揺
る
が
せ
た
20
世
紀
最
大
の
ス
パ
イ
事
件
＝
ゾ
ル
ゲ
事
件
―
―

警
察
、
司
法
を
経
て
天
皇
上
奏
、
国
民
へ
の
開
示
に
至
り
、

司
法
行
政
の
な
か
で
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
と
し
て
生
成
し
て
ゆ
く
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
新
た
に
解
明
す
る
た
め
の
、
未
曽
有
の
史
料
群
―
―

つ
い
に
刊
行
！

国
家
を
揺
る
が
せ
た
20
世
紀
最
大
の
ス
パ
イ
事
件
＝
ゾ
ル
ゲ
事
件
―
―

警
察
、
司
法
を
経
て
天
皇
上
奏
、
国
民
へ
の
開
示
に
至
り
、

司
法
行
政
の
な
か
で
「
ゾ
ル
ゲ
事
件
」
と
し
て
生
成
し
て
ゆ
く
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
新
た
に
解
明
す
る
た
め
の
、
未
曽
有
の
史
料
群
―
―

つ
い
に
刊
行
！

事
件
全
体
の
総
括
と
し
て
、『
現
代
史
資
料

ゾ
ル
ゲ
事
件
（
一
）』
冒
頭
（
及
び
警
察
庁

警
備
部
『
外
事
警
察
資
料
』
第
三
巻
第
五
号
、
一
九
五
七
年
）
に
収
録
さ
れ
た
内
務
省
警
保
局
保

安
課
「
ゾ
ル
ゲ
を
中
心
と
せ
る
国
際
諜
報
団
事
件
」（
一
九
五
七
年
の
も
の
で
は
「
ゾ
ル
ゲ
を
中

心
と
す
る

0

0

0

」）
の
も
と
に
な
っ
た
詳
し
い
捜
査
総
括
記
録
も
、
留
岡
幸
男
警
視
総
監
の
司
法
大

臣
宛
「
国
際
共
産
党
対
日
諜
報
機
関
検
挙
申
報
」
と
し
て
発
見
さ
れ
た
。
尾
崎
秀
実
・
宮
城

与
徳
・
西
園
寺
公
一
・
犬
養
健
・
田
口
右
源
太
・
水
野
成
・
中
西
功
ら
日
本
人
被
告
・
関
係

者
の
新
史
料
・
証
言
も
、
初
め
て
発
表
さ
れ
る
。
太
田
耐
造
が
一
九
四
二
年
九
月
に
満
洲
国

司
法
部
に
転
任
す
る
た
め
、
そ
の
後
の
裁
判
史
料
は
少
な
い
が
、
思
想
検
事
と
し
て
の
太
田

の
経
験
が
、
中
共
諜
報
団
事
件
、
満
洲
合
作
社
事
件
、
満
鉄
調
査
部
事
件
な
ど
に
も
影
を
落

と
し
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

本
史
料
集
成
に
お
け
る
「
太
田
耐
造
文
書
」
の
公
開
は
、
ロ
シ
ア
の
Ｍ
・
ア
レ
ク
セ
ー
エ

フ
ら
に
よ
る
ゾ
ル
ゲ
が
上
海
・
東
京
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
送
付
し
た
秘
密
電
文
・
書
簡
類
の
発

掘
・
公
刊
と
共
に
、
二
一
世
紀
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
を
新
た
な
段
階
に
導
く
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

（
か
と
う
・
て
つ
ろ
う
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

ゾ
ル
ゲ
事
件
は
ど
の
よ
う
に
裁
か
れ
て
い
っ
た
の
か

―
実
証
的
な
考
察
が
可
能
に
―

荻
野
富
士
夫

司
法
省
刑
事
局
第
六
課
長
と
し
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
開
戦
前
後
の
思
想
検
察
を
指
揮
し
、
治
安

維
持
法
の
大
「
改
正
」
を
主
導
し
た
太
田
耐
造
は
、
平
田
勲
・
池
田
克
に
つ
ぐ
、
思
想
司
法
の
中
枢

的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
太
田
の
も
と
に
報
告
さ
れ
、
整
理
保
管
さ
れ
た
史
料
群
は
、
治
安

維
持
法
運
用
の
拡
張
過
程
や
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
つ
い
て
、
新
た
な
実
証
的
な
分
析
を
可
能
に
す
る
。

ゾ
ル
ゲ
事
件
に
焦
点
を
絞
っ
て
編
集
さ
れ
た
本
史
料
集
成
は
、
主
に
『
現
代
史
資
料
ゾ
ル
ゲ
事

件
』
全
四
巻
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
像
、
お
よ
び
ゾ
ル
ゲ
像
・
尾
崎
秀
実
像
を
修
正
し
、

さ
ら
な
る
豊
か
な
造
形
を
導
く
の
に
十
分
な
質
と
量
に
満
ち
て
い
る
。
本
史
料
集
成
の
特
徴
は
、
警

察
・
検
察
に
よ
る
捜
査
・
取
調
過
程
で
作
成
さ
れ
た
文
書
類
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る

が
、
検
察
・
予
審
・
公
判
関
係
に
重
点
を
お
い
た
『
現
代
史
資
料
』
版
と
相
互
補
完
す
る
こ
と
に
よ

り
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
が
ど
の
よ
う
に
思
想
犯
罪
・
防
諜
犯
罪
と
し
て
裁
か
れ
て
い
っ
た
の
か
、
具
体
的

に
実
証
的
に
考
察
す
る
史
料
的
環
境
が
ほ
ぼ
整
っ
た
と
い
え
る
。

い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
も
の
を
み
て
み
よ
う
。
一
九
四
一
年
七
月
二
五
日
付
で
大
審
院
検
事
の
発

し
た
「
外
諜
被
疑
者
検
挙
準
備
ニ
関
ス
ル
件
」
は
、
大
審
院
検
事
局
・
司
法
省
刑
事
局
・
憲
兵
司
令

部
・
内
務
省
警
保
局
の
協
議
を
経
た
通
牒
で
、「
近
ク
外
国
ノ
諜
報
謀
略
ニ
暗
躍
策
動
セ
ル
疑
ア
ル

者
」
に
対
す
る
全
国
一
斉
検
挙
を
準
備
す
る
よ
う
指
示
し
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
始
動
の
合
図
と
な
っ
た
。

四
二
年
六
月
の
警
視
庁
「
国
際
共
産
党
対
日
諜
報
機
関
検
挙
申
報
」
中
の
書
込
み
は
お
そ
ら
く
太
田

の
も
の
で
、
四
〇
年
末
、
警
視
庁
特
高
部
の
取
締
が
「
合
法
面
ニ
於
ケ
ル
共
産
主
義
運
動
」
に
偏
し

て
い
る
と
み
て
、
東
京
地
検
思
想
部
が
潜
行
的
な
「
海
外
ヨ
リ
ノ
運
動
」
に
注
意
を
向
け
る
よ
う
指

示
し
た
と
す
る
。

検
挙
直
後
の
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
七
日
の
吉
河
光
貞
検
事
に
よ
る
「
尾
崎
秀
実
ノ
供
述
要
旨
」
は
、

と
り
わ
け
興
味
深
い
。
内
偵
捜
査
か
ら
導
い
た
尾
崎
像
を
、
共
産
主
義
信
奉
者
な
が
ら
「
表
面
ハ

「
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
」
又
ハ
「
フ
ア
シ
ス
ト
」
タ
ル
カ
如
キ
態
度
ヲ
偽
装
シ
所
謂
二
重
生
活
ヲ
営
ミ
来

レ
リ
」
と
す
る
と
と
も
に
、
検
挙
に
よ
り
「「
赤
色
ス
パ
イ
」
ト
シ
テ
極
刑
ヲ
免
レ
サ
ル
ハ
既
ニ
覚
悟

シ
居
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
ト
放
言
シ
居
ル
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
当
初
の
尾
崎
像
お
よ
び
ゾ
ル

ゲ
像
が
、
特
高
や
検
察
、
予
審
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
、
各
段
階
の
訊
問
調
書

の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
特
高
や
思
想
検
事
、
予
審
判
事
の
聴

取
の
ポ
イ
ン
ト
の
差
異
も
見
え
て
く
る
。
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
未
見
だ
っ
た
水
野
成
や
田
口
右
源
太
に
対

す
る
警
視
庁
特
高
第
一
課
の
訊
問
調
書
は
、ゾ
ル
ゲ
事
件
の
奥
行
を
さ
ら
に
深
め
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

事
件
公
表
直
前
に
な
さ
れ
た
昭
和
天
皇
へ
の
岩
村
通
世
法
相
の
「
上
奏
文
」
も
貴
重
で
あ
る
。
昭

和
天
皇
の
治
安
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
だ
け
で
な
く
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
関
与
の
大
き
さ
も
再
認
識

さ
せ
る
。

「
ゾ
ル
ゲ
事
件
周
辺
史
料
」
は
、
治
安
情
勢
全
般
の
な
か
で
ゾ
ル
ゲ
事
件
の
占
め
る
位
置
を
考
え

る
う
え
で
周
到
な
目
配
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
満
鉄
調
査
部
事
件
、
合
作
社
事
件
、
中

国
共
産
党
事
件
な
ど
、
個
々
の
史
料
ご
と
に
新
た
な
知
見
を
も
提
示
す
る
。
太
田
自
身
が
そ
の
対
象

と
な
る
戦
後
の
公
職
追
放
に
お
け
る
「
Ｇ
項
該
当
者
」
の
司
法
関
係
者
一
覧
や
審
査
基
準
の
文
書

も
、
今
後
の
研
究
に
有
用
で
あ
る
。

（
お
ぎ
の
・
ふ
じ
お
小
樽
商
科
大
学
名
誉
教
授
）

ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
の
新
た
な
発
見
を
期
待

伊
藤
隆

ゾ
ル
ゲ
事
件
の
史
料
と
い
え
ば
、
み
す
ず
書
房
の
『
現
代
史
資
料
ゾ
ル
ゲ
事
件
』
全
四
巻
（
戦
後

警
察
庁
が
記
録
を
部
外
秘
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
が
原
本
）
以
外
に
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
私
が
聞

き
取
り
を
行
っ
た
の
も
、
宮
下
弘
か
ら
、
中
村
智
子
さ
ん
と
行
っ
た
も
の
（『
特
高
の
回
想
あ
る
時
代

の
証
言
』
田
畑
書
店
、
一
九
七
八
年
）
や
村
田
五
郎
・
永
野
若
松
等
、
警
保
局
の
職
に
あ
っ
た
人
び
と

か
ら
の
も
の
で
（『
海
鳴
り
内
務
官
僚
村
田
五
郎
と
昭
和
の
群
像
』
上
、
芦
書
房
、
二
〇
一
一
年
）、
基
本

的
に
警
察
関
係
の
み
で
あ
っ
た
。
今
回
刊
行
の
『
ゾ
ル
ゲ
事
件
史
料
集
成
』
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、

思
想
検
事
で
あ
っ
た
太
田
旧
蔵
の
も
の
、
司
法
・
検
察
関
係
で
、
そ
の
意
味
で
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に

新
た
な
局
面
を
与
え
、
大
き
な
貢
献
を
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
司
法
大
臣
の
上
奏
も
新
た
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
私
は
以
前
か
ら
こ
の
事
件
記
録
に
軍
人
の
名
が
出
て
こ
な
い
こ

と
を
不
審
に
思
い
（
ゾ
ル
ゲ
も
尾
崎
秀
実
も
陸
軍
軍
人
と
の
つ
き
合
い
が
あ
っ
た
）
石
堂
清
倫
氏
に
話

し
か
け
、
彼
が
調
べ
た
結
果
、
二
、
三
の
軍
人
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
同
氏
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
詳
し
く
伺
う
機
会
が
な
か
っ
た
。
警
察
・
司
法
と
共
に
、
憲
兵
も

こ
の
事
件
に
拘
わ
っ
た
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
今
に
そ
の
関
係
の
史
料
が
発
見
さ
れ
な
い
の
は

な
ん
と
も
残
念
で
あ
る
。
太
田
耐
造
は
軍
人
と
も
強
い
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
と
い
う
。
今
回
の
司
法

関
係
の
史
料
の
延
長
線
上
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
こ
と
も
期
待
し
た
い
。

（
い
と
う
・
た
か
し
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

推

薦

ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に
お
け
る
21
世
紀
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
切
り
ひ
ら
く
、
権
力
最
奥
で
の
捜
査
記
録
群
！

思
想
検
事
・
太
田
旧
蔵
の
司
法
・
検
察
史
料
と
い
う
意
味
で
、
ゾ
ル
ゲ
事
件
研
究
に
新
た
な
局
面
を
与
え
る

―
伊
藤
隆

こ
れ
ま
で
の
ゾ
ル
ゲ
事
件
像
を
修
正
し
、
さ
ら
な
る
豊
か
な
造
形
を
導
く
の
に
十
分
な
質
と
量
に
満
ち
て
い
る

―
荻
野
富
士
夫

●　
配　
本

第
１
回
配
本　

全
２
巻

揃
本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

２
０
１
９
年
７
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8298-1

第
２
回
配
本　

全
３
巻

揃
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

２
０
１
９
年
11
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8301-8

第
３
回
配
本　

全
３
巻

揃
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

２
０
２
０
年
４
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8305-6

第
４
回
配
本　

全
２
巻

揃
本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

２
０
２
０
年
７
月
刊
行
予
定

ISBN
978-4-8350-8309-4

外
事
警
察
概
況
全
８
巻

「
ゾ
ル
ゲ
を
中
心
と
せ
る
国
際
諜
報
団
事
件
」
を
掲
載
し
た
『
昭

和
十
七
年
中
に
於
け
る
外
事
警
察
概
況
』（
第
８
巻
収
録
）
を
は

じ
め
、
戦
前
期
の
対
外
情
報
活
動
を
伝
え
る
第
一
級
資
料
。
内

務
省
警
保
局
が
行
っ
た
諜
報
活
動
は
、
対
ソ
・
対
中
を
中
心
に

『
外
事
警
察
報
』
に
掲
載
、
年
度
毎
に
こ
の
『
概
況
』
に
集
約
さ

れ
た
。
近
現
代
史
研
究
に
お
い
て
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
基

礎
資
料
。

◉
解　
題
…
…
石
堂
清
倫

◉
底　
本
…
…『
昭
和
10
～
17
年
中
に
於
け
る
外
事
警
察
概
況
』

　
　
　
　
　
　
（
内
務
省
警
保
局
編
、
1
9
3
5
－
1
9
4
2
年
）

◉
体

裁
…
…
A
5
判
・
上
製
・
総
4
、
2
2
0
頁

◉
揃
定
価
…
…
本
体
９
５
、
0
0
0
円
＋
税

ISBN
978-4-8350-0849-3

特
高
警
察
関
係
資
料
集
成
第
Ⅰ
期

全
30
巻
・
別
冊
1

膨
大
に
存
在
す
る
特
高
警
察
資
料
か
ら
、
現
在
の
視
点
か
ら
見

て
重
要
な
資
料
を
精
選
、
復
刻
。
第
１
期
に
は
米
騒
動
、
大
正

期
の
社
会
運
動
、
3
・
15
事
件
等
の
資
料
群
を
収
録
。「
共
産
主

義
運
動
」「
無
産
政
党
運
動
」「
労
働
運
動
」
は
じ
め
、「
出
版
警

察
関
係
」「
特
高
関
係
例
規
類
」
な
ど
12
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
収

録
し
た
浩
瀚
な
必
備
資
料
。

◉
編
・
解
説
…
…
荻
野
富
士
夫
（
各
巻
巻
頭
に
収
録
）

◉
体　
　
裁
…
…
A
４
判
・
四
面
付
・
上
製

　
　
　
　
　
　
　

総
約
１
４
、
3
0
0
頁

◉
揃
定
価
…
…
本
体
７
７
５
、
0
0
0
円
＋
税

　
　
　
　
　
　
　

※
各
配
本　
本
体
７
５
、
０
０
０
円
＋
税

◉
推　
　
薦
…
…
今
井
清
一
・
奥
平
康
弘
・
松
尾
尊
兊
・

　
　
　
　
　
　
　

由
井
正
臣
・
渡
部
徹

◉
構　
　
成
…
…
全
30
巻
・
全
11
回
配
本　

●
第
1
回
配
本
「
共
産
主
義
運
動
」
全
３
巻ISBN

978-4-8350-0870-7

●
第
２
回
配
本
「
共
産
主
義
運
動
」
全
３
巻ISBN

978-4-8350-0874-5

●
第
３
回
配
本
「
無
産
政
党
運
動
／
労
働
運
動
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0878-3

●
第
４
回
配
本
「
農
民
運
動
／
水
平
運
動
・
在
日
朝
鮮
人
運
動
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0882-0

●
第
５
回
配
本
「
国
家
主
義
運
動
／
外
事
警
察
関
係
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0886-8

●
第
６
回
配
本
「
外
事
警
察
関
係
／
出
版
警
察
関
係
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0890-5

●
第
７
回
配
本
「
特
高
関
係
重
要
資
料
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0894-3

●
第
８
回
配
本
「
特
高
関
係
例
規
類
」
全
３
巻ISBN

978-4-8350-0898-1

●
第
９
回
配
本
「
特
高
関
係
各
種
会
議
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0902-5

●
第
10
回
配
本
「
特
高
関
係
逐
次
刊
行
物
」
全
３
巻

ISBN
978-4-8350-0906-3

●
第
11
回
配
本
『
特
高
警
察
関
係
資
料
解
説
』
全
１
巻

ISBN
978-4-8350-0910-0

―
好
評
の
既
刊
資
料
―

［編集復刻版］

本集成は、太田耐造関係文書のうち、ゾルゲ事件を
理解するために必要と考えられる間接的な文書類
を、「ゾルゲ事件周辺史料」として収録した。左「『コ
ミンテルン』ト治安維持法トノ関係（以下略）」、右「満
洲ニ於ケル共産運動ノ概況」（どちらも第９巻収録）。

残
部
僅
少

残
部
僅
少
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